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『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
〈
空
所
〉
⑴
―
序
を
読
む
―

竹
村

信
治

は
じ
め
に

前
世
紀
の
後
半
、
文
学
は
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
性
が
解
体
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
文
学
テ

キ
ス
ト
も
人
間
の
知
的
営
為
の
所
産
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
、〈
知
〉
の
考
察
対

象
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
説
話
も
、
文
化
総
体
の
構
造
の
表
象
、

文
化
事
象
間
の
多
元
的
な
関
係
と
そ
の
動
態
を
映
し
出
す
言
語
事
象
と
し
て
捉
え

直
さ
れ
、
説
話
研
究
は
儀
礼
、
唱
導
、
注
釈
、
絵
画
等
へ
と
領
域
を
拡
大
さ
せ
つ

つ
〈
知
〉
の
探
究
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
概
観
は
す
で
に
述
べ
た
こ
と

が
あ
る
の
で
繰
り
返
さ
な
い
が
、
こ
う
し
た
動
向
の
も
と
で
大
き
な
画
期
を
な

*１

し
た
の
が
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
研
究
だ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
前
半
に
お
よ
ぶ
時
期
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』

研
究
は
話
題
内
容
本
位
の
印
象
批
評
や
伝
承
系
統
論
、
作
品
論
を
脱
し
て
、
表
現

世
界
を
時
代
情
況
と
の
関
係
に
お
い
て
捉
え
、
情
況
と
向
き
合
う
主
体
の
世
界
解

釈
や
世
界
像
構
築
に
向
け
た
言
語
的
営
み
（
＝
表
現
生
成
の
機
構
）
を
主
題
化
す

る
に
到
る
。
山
岡
敬
和
氏
、
佐
藤
晃
氏
、
荒
木
浩
氏
ら
の
立
論
に
小
峯
和
明
氏
、

森
正
人
氏
ら
が
参
入
し
て
深
化
し
て
い
っ
た
議
論
の
概
要
は
、
こ
れ
も
先
に
示
し

た
の
で
省
略
に
し
た
が
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
は
精
緻
な
読
解
に
支
え
ら
れ
て
今
も

*２
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
〈
知
〉
の
位
相
を
う
か
が
う
指
標
た
り
え
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
研
究
成
果
と
し
て
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『
宇
治
拾
遺
物
語

42

・
古
本
説
話
集
』（
一
九
九
〇
・
一
一
）
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
宇
治

*３

拾
遺
物
語
』（
一
九
九
六
・
七
）
も
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
前
者
「
解
説
」

*４

は
前
記
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
て
作
品
観
の
基
底
を
な
す
も
の
を
平
明
に
示
し
て

い
る
し
、
後
者
も
同
じ
く
研
究
動
向
を
承
け
て
「『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
説
話
連

絡
表
」「『
宇
治
拾
遺
物
語
』
説
話
間
の
類
縁
表
現
一
覧
」
を
提
供
し
、
当
時
最

新
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
「
関
係
説
話
表
」
を
加
え
、
さ
ら
に
詳
細
な
「
主
要
参

考
文
献
」
を
付
し
て
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
現
在
を
開
示
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
後
者
校
注
・
訳
者
の
一
人
で
あ
る
増
古
和
子
氏
は
、
近
時
、
高

橋
貢
氏
と
の
共
編
で
学
術
文
庫
『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
講
談
社
、
上
巻
二
〇
一
八

・
三
、
下
巻
二
〇
一
八
・
四
）
を
刊
行
し
、
よ
り
詳
細
な
注
解
と
読
解
を
〈
語
釈
〉

〈
参
考
〉
項
に
記
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
う
し
て
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
研
究
は
二
十
数
年
前
に
一
つ
の
到
達
点

を
刻
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
到
達
点
は
終
着
点
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
先

の
尖
鋭
な
表
現
性
論
は
所
収
全
話
の
分
析
を
と
お
し
て
の
検
証
が
必
要
で
あ
ろ

*５

う
し
、
諸
注
釈
書
が
提
供
す
る
関
連
情
報
も
ま
た
、
そ
れ
が
テ
キ
ス
ト
の
言
述
に

ど
う
関
与
し
い
か
な
る
読
書
行
為
を
開
く
の
か
の
検
討
を
通
じ
て
、
そ
の
意
義
が

吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
数
年
、
〝
古
典
再
発
見
〞
を
め
ざ
し
て
関
連
書
籍
の
刊
行
が
相
次
い
で
い

る
。
そ
の
顰
み
に
倣
い
、
右
の
課
題
を
念
頭
に
お
い
て
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の

*６
再
読
を
試
み
る
。
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凡
例

１

各
章
段
の
考
察
は
、
校
訂
本
文
、
略
注
、
構
造
、
解
説
の
四
項
目
を
も
っ
て

構
成
す
る
。

２

校
訂
本
文
は
、
陽
明
文
庫
蔵
『
宇
治
拾
遺
上
（
下
）』（
陽
明
叢
書
国
書
篇

第
十
三
輯
、
財
団
法
人
陽
明
文
庫
編
纂
、
一
九
七
七
・
一
二
）
の
本
文
を
基
幹

本
文
と
し
、
古
本
系
諸
本
（
書
陵
部
本
〈
笠
間
影
印
叢
刊
〉・
伊
達
家
旧
蔵
本

〈
古
典
文
庫
〉・
竜
門
文
庫
本
〈
竜
門
文
庫
善
本
叢
刊
〉）、
古
活
字
本
及
び
万

治
二
年
板
本
を
対
校
本
文
と
し
て
作
成
し
た
。

繙
読
の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
本
文
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
、
句
読
点
、

濁
点
を
付
し
、
随
時
仮
名
を
漢
字
表
記
に
、
漢
字
を
仮
名
表
記
に
変
え
、
万
治

二
年
板
本
の
付
訓
を
参
考
に
振
り
仮
名
を
傍
記
す
る
と
と
も
に
、
適
宜
改
行
し

て
段
落
を
示
し
た
。

３

略
注
に
は
、
本
文
解
釈
を
略
述
し
た
。
注
解
箇
所
は
注
番
号
に
対
応
す
る
算

用
数
字
を
校
訂
本
文
中
に
付
し
て
示
し
た
。

４

構
造
で
は
、
略
注
で
の
分
析
に
即
し
て
章
段
内
容
の
構
造
を
図
解
し
た
。

５

解
説
で
は
、
当
該
章
段
に
つ
い
て
、
Ｗ
・
イ
ー
ザ
ー
の
い
わ
ゆ
る
〈
空
所
〉

（
＝
「
テ
ク
ス
ト
と
読
者
の
相
互
作
用
」
の
発
現
す
る
場
所
）
を
取
り
上
げ
、

*７

そ
の
解
読
を
試
み
た
。

＊

本
稿
で
は
、
古
本
系
諸
本
で
「
説
話
目
録
」（
陽
明
文
庫
本
、
上
冊
一
丁
表
〜

三
丁
表
）
と
「
巻
首
」（
同
、
五
丁
裏
）
と
の
間
（
同
、
四
丁
裏
〜
五
丁
表
）
に

記
さ
れ
、
通
例
「
序
」
と
さ
れ
る
記
事
を
取
り
上
げ
る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
編

者
に
よ
る
〝
擬
作
〞
と
す
る
説
、
後
人
僞
作
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て

*８

*９

も
、
こ
の
「
序
」
は
記
載
位
置
（
丁
裏
・
丁
表
の
見
開
き
二
面
に
記
さ
れ
、「
巻

*10

首
」
が
そ
の
丁
裏
に
続
く
〈
下
册
本
文
は
丁
表
か
ら
始
ま
る
〉）
か
ら
見
て
、
作

品
本
体
に
連
続
す
る
一
物
語
と
し
て
記
さ
れ
た
と
見
な
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
*11

【
序
】

■
校
訂
本
文

１
世
に
２
宇
治
大
納
言
物
語
と
い
ふ
も
の
あ
り
。

３
こ
の
大
納
言
は
、
４
隆
国
と
い
ふ
人
な
り
。
５

西
宮
殿[

高
明
／
也]

の

た
か
ぐ
に

に
し
の
み
や
ど
の

た
か
あ
き
ら

孫
、
俊
賢
大
納
言
の
第
二
の
男
な
り
。
６
年
高
う
な
り
て
は
、
暑
さ
を
わ
び

と
し
か
た

な
ん

て
、
暇
を
申
し
て
、
五
月
よ
り
八
月
ま
で
は
、
平
等
院
一
切
経
蔵
の
南
の

い
と
ま

さ
つ
き

は
づ
き

い
つ
さ
い
き
や
う
ざ
う

山
際
に
、
南
泉
房
と
い
ふ
所
に
、
籠
も
り
居
ら
れ
け
り
。
７
さ
て
宇
治
大
納

や
ま
ぎ
は

な
ん
せ
ん
ば
う

こ

ゐ

言
と
は
聞
え
け
り
。

８

髻
を
結
ひ
綰
げ
て
、

１

、
莚
を
板
に
敷
き
て
、

２

大
き
な

も
と
ど
り

わ

む
し
ろ

る
打
輪
を

３

、
上
中
下
を
い
は
ず
、

４

昔
物
語
を
せ
さ
せ
て
、
我

う
ち
は

か
み
な
か
し
も

は
内
に
そ
ひ
臥
し
て
、語
る
に
し
た
が
ひ
て
大
き
な
る
双
紙
に
書
か
れ
け
り
。

ふ

さ
う
し

９
天
竺
の
事
も
あ
り
、
大
唐
の
事
も
あ
り
、
日
本
の
事
も
あ
り
。
そ
れ
が

て
ん
ぢ
く

だ
い
た
う

に
つ
ぽ
ん

内
に
、
た
ふ
と
き
事
も
あ
り
、
お
か
し
き
事
も
あ
り
、
お
そ
ろ
し
き
事
も

（
を
）

あ
り
、
あ
は
れ
な
る
事
も
あ
り
、
き
た
な
き
事
も
あ
り
。
少
々
は
、
空
物
語

そ
ら

も
あ
り
。
利
口
な
る
事
も
あ
り
。
さ
ま

ぐ
様

く
な
り
。

世
の
人
こ
れ

り
こ
う

や
う

10

を
興
じ
見
る
。

十
四
帖
な
り
。

11

そ
の
正
本
は
、
伝
は
り
て
、
侍
従
俊
貞
と
い
ひ
し
人
の
も
と
に
ぞ
あ
り

し
ょ
う
ほ
ん

と
し
さ
だ

12け
る
。
い
か
に
な
り
に
け
る
に
か
。

後
に
、
さ
か
し
き
人
々
書
き
入
れ
た

13

る
間
、
物
語
多
く
な
れ
り
。
大
納
言
よ
り
後
の
事
、
書
き
入
れ
た
る
本
も

あ
ひ
だ

あ
る
に
こ
そ
。

さ
る
ほ
ど
に
、
今
の
世
に
、
又
、
物
語
書
き
入
れ
た
る
、
出
で
来
た
れ

14り
。

大
納
言
の
物
語
に
洩
れ
た
る
を
拾
ひ
集
め
、
又
、
そ
の
後
の
事
な
ど

も

15

書
き
集
め
た
る
な
る
べ
し
。
名
を
宇
治
拾
遺
の
物
語
と
い
ふ
。
宇
治
に
遺

し
ふ
ゐ

の
こ

16

17

れ
る
を
拾
ふ
と
付
け
た
る
に
や
。
又
、
侍
従
を
拾
遺
と
い
へ
ば
、
侍
従
大
納

言
侍
る
を
ま
な
び
て

５

と
い
ふ
事
、
知
り
が
た
し
。

６

に
や
。
お

ぼ
つ
か
な
し
。

」（
丁
表
）
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宇
治
拾
遺
物
語

第
一

﹇
抄
出
之
次
第
不
同
也
﹈

18■
略
注

１

世
に
〜
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
…
…
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の
世
上
流
布
を
前

提
と
し
た
発
語
。
島
津
忠
夫
氏
に
「
ま
ず
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
が
流
布
し
て

い
た
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
こ
の
文
か
ら
は
、「
宇
治
大
納
言
物
語
」
を
実
際
に

多
く
の
人
が
見
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と

が
人
々
の
間
で
い
わ
れ
て
著
名
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。」

と
の
指
摘
が
あ
る
。「
世
に
〜
と
い
ふ
も
の
」
と
し
て
指
示
さ
れ
る
「
宇
治

*12

大
納
言
物
語
」
は
作
品
名
と
い
う
よ
り
世
間
通
行
の
称
（
略
注
７
、『
今
昔
物

語
集
』
の
引
用
、
参
照
）。
後
段
に
語
ら
れ
る
各
種
増
補
本
簇
生
の
現
況
を
踏

ま
え
（
略
注

）、
実
体
を
異
に
し
な
が
ら
も
同
じ
題
号
を
名
告
る
そ
れ
ら
を

13

総
称
し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
世
上
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
と
称
さ
れ

る
作
品
が
あ
る
、
の
意
。

２

宇
治
大
納
言
物
語
…
…
当
該
書
名
は
、
大
江
親
通
（
？
〜
一
一
五
二
）『
七

大
寺
巡
礼
私
記
』（
保
延
六
〈
一
一
四
〇
〉
年
の
南
都
七
大
寺
等
巡
礼
記
）
の

興
福
寺
条
「
焼
亡
後
造
畢
間
三
箇
勝
事
」
に
「
口
伝
云
」
と
し
て
記
さ
れ
る
話

題
の
末
尾
細
字
注
記
に
「
宇
治
大
納
言
物
語
同
之
」
と
し
て
見
え
る
（
同
話
、

*13

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
二
「
山
階
寺
焼
、
更
建
立
間
事
第
二
十
一
」、『
梅
沢

本
古
本
説
話
集
』
下

「
興
福
寺
建
立
事
」）。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
が
成
立
し

47

た
と
さ
れ
る
承
久
の
変
（
一
二
二
一
）
前
後
以
前
で
は
、

〇
『
中
外
抄
』
下
・

・
久
安
六
（
一
一
五
〇
）
年
八
月
二
十
日
条
…
「
其
後

31

大
納
言
物
語
を
女
房
の
読
シ
ヲ
聞
シ
カ
バ
」
*14

（
同
話
関
連
記
事
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
「
西
京
仕
鷹
者
、
見
夢
出
家

語
第
八
」）

〇
三
巻
本
『
宝
物
集
』（
一
一
七
九
〜
一
一
八
八
年
以
前
）
上
・
１
番
歌
「
殿

守
ノ
」
歌
…
「
此
歌
世
継
キ
幷
ニ
宇
治
大
納
言
隆
国
ノ
物
語
リ
ニ
ハ
」
（
七

*15

巻
本
・
巻
第
一
「
此
歌
世
継
幷
に
宇
治
大
納
言
隆
国
の
物
語
に
は
」
）
*16

（
同
話
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
四
「
敦
忠
中
納
言
、
南
殿
桜
読
和
歌
語

第
三
十
二
」。
た
だ
し
、『
大
鏡
』『
世
継
物
語
』
に
は
見
え
な
い
）

〇
上
覚
『
和
歌
色
葉
』（
一
一
九
八
）
五
「
撰
抄
時
代
者

付
私
集
口
伝
物
語
」

…
「
在
原
中
將
の
伊
勢
物
語
、
在
次
﹇
滋
／
春
﹈
が
大
和
物
語
、
宇
治
大
納

言
、
狭
衣
の
大
將
」
（
諸
本
異
同
あ
り
、「
宇
治
大
納
言
物
語
隆
国
」
と

*17

も
）

の
記
事
も
あ
る
。
こ
れ
ら
が
同
じ
書
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
宇

*18

治
大
納
言
物
語
」
と
呼
称
さ
れ
る
作
品
が
本
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
以
前
に
実
在

し
た
と
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
そ
れ
以
後
の
呼
称
は
、『
古
今
著
聞
集
』（
一
二
五
四
年
）
の
序
に

「
宇
縣
亞
相
巧
語
」
と
あ
る
ほ
か
、

*19

〇
「
宇
治
ノ
物
語
」
…
『
雑
談
集
』〈
一
三
〇
五
年
）
巻
九
、「
万
物
精
霊
事
」

条
*20

（
同
話
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
七
「
買
亀
放
男
、
依
地
蔵
助
得
活
語
第
二

十
六
」）

〇
「
宇
治
記
」「
宇
記
」
…
『
扶
桑
蒙
求
私
注
』〈
一
四
二
四
年
〉
*21

・「
宇
治
記
」
＝
同
話
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
九
「
頭
少
将
良
峯
宗
貞
出
家

語
第
一
」

・「
宇
記
」
＝
同
話
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
「
河
内
守
、
依
慳
貧
感
現
報

語
第
三
十
六
」、
同
巻
二
十
三
「
比
叡
山
実
因
僧
都
強
力
語
第
十
九
」、
同

巻
十
二
「
書
写
山
性
空
聖
人
語
第
三
十
四
」

な
ど
が
あ
る
。

３

こ
の
大
納
言
は
…
…
「
こ
の
」
は
題
号
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
中
の
「
大
納

言
」
を
指
示
す
る
代
名
詞
。
法
会
釈
経
の
開
題
に
お
け
る
釈
名
と
の
関
連
が
思
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わ
れ
る
。『
本
居
宣
長
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』（
一
七
九
八
年
成
、
一
七
九

九
年
刊
）
一
の
巻
「
此
源
氏
の
作
り
ぬ
し
」
で
は
、
本
書
名
を
「
宇
治
大
納

ノ

言
の
物
が
た
り
」
と
訓
む
。
以
下
は
、「（
宇
治
）
大
納
言
」「
物
語
」
そ
れ

*22

ぞ
れ
の
語
の
釈
名
を
も
っ
て
解
題
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
段
の
「
宇
治
拾

遺
物
語
」
解
説
も
同
じ
く
題
号
釈
名
を
も
っ
て
な
る
。

な
お
、『
宇
治
大
納
言
物
語
』
に
「
序
」
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
題
号
釈
名
に
か
か
わ
る
記
事

〈
略
注
掲
出
本
文
３
〜
９
〉
の
内
、
テ
キ
ス
ト
生
成
の
経
緯
を
説
明
す
る
６
〜

８
の
文
末
が
伝
聞
過
去
の
「
け
り
」
で
結
ば
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
）。

と
す
れ
ば
、
以
下
の
解
説
は
、
す
べ
て
世
上
流
布
の
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の

題
号
と
内
容
を
も
と
に
、
新
た
に
用
意
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

４

隆
国
と
い
ふ
人
な
り
。
…
…
名
の
み
示
し
て
姓
を
記
さ
な
い
の
は
、
書
名
題

号
中
の
「
大
納
言
」
が
作
り
物
語
の
主
人
公
名
で
は
な
く
実
在
の
人
物
で
あ
る

こ
と
を
先
ず
は
釈
し
た
も
の
か
（
姓
は
以
下
の
「
西
宮
殿
」「
俊
賢
」
か
ら
知

ら
れ
る
）。

源
隆
国
は
、
寛
弘
元
（
一
〇
〇
四
）
年
生
、
承
保
四
（
一
〇
七
七
）
年
薨
。

醍
醐
源
氏
。
俊
賢
二
男
。
母
は
藤
原
忠
尹
女
。
正
二
位
権
大
納
言
。
延
久
三
（
一

〇
七
一
）
年
頃
、
南
泉
房
に
お
い
て
浄
土
教
に
関
す
る
論
義
の
た
め
の
要
文
集

『
安
養
集
』
十
巻
を
比
叡
山
の
僧
と
共
に
著
し
た
。
佐
藤
謙
三
氏
「
宇
治
大

*23

納
言
隆
国
」
、
参
照
。

*24

ち
な
み
に
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
隆
国
話
題
が
見
え
な
い
。
有
力
な
依

拠
資
料
と
さ
れ
る
『
古
事
談
』（
一
二
一
二
〜
一
二
一
五
の
間
に
成
立
）
に
は
、

巻
第
一
王
道
后
宮

〈
呼
称
「
隆
国
」〉・

〈
同
「
隆
国
卿
」〉・

〈
同
「
宇

42

54

64

治
大
納
言
隆
国
」〉、
巻
第
二
臣
節

〈
同
「
隆
国
卿
」「
大
納
言
」〉・

〈
同

62

81

「
宇
治
大
納
言
隆
国
」〉、
巻
第
五
神
社
仏
寺
６
〈
同
「
大
納
言
隆
国
」〉）
に

隆
国
の
名
が
出
る
が
、
い
ず
れ
の
話
題
も
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
収
載
が
な

い
。
序
は
後
段
で
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
隆
国
編
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の
増

補
と
す
る
。
そ
の
規
制
が
こ
の
不
採
択
に
作
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、『
今
昔
物
語
集
』
に
も
同
様
に
隆
国
譚
は
な
く
、
巻
十
二
「
於
石
清

水
、
行
放
生
会
語
第
十
」
に
『
古
事
談
』
巻
第
五
６
と
同
じ
話
題
が
あ
る
が
、

そ
こ
に
も
隆
国
の
名
は
出
な
い
（『
扶
桑
略
記
』
延
久
二
〈
一
〇
七
〇
〉
年
八

月
十
四
日
条
「
有
勅
。
權
大
納
言
源
隆
國
。
参
議
同
經
信
。
權
左
中
辨
藤
原
隆

方
。
外
記
史
以
下
參
石
清
水
宮
。
行
放
生
會
。
自
今
以
後
可
用
此
例
者
。」
）。
*25

一
方
、「
罪
な
く
し
て
配
所
の
月
を
見
ば
や
」（『
発
心
集
』
巻
第
五
８
、『
徒

然
草
』
第
５
段
、
等
）
の
名
句
で
知
ら
れ
る
隆
国
の
兄
顕
基
に
つ
い
て
は
、『
今

昔
物
語
集
』
巻
十
九
の
目
録
に
「
顕
基
中
納
言
、
出
家
受
学
真
言
語
第
十
六
」

と
あ
る
が
、
表
題
・
本
文
を
欠
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、『
宇
治
大
納
言
物
語
』

を
基
本
依
拠
資
料
と
し
た
『
今
昔
物
語
集
』
が
別
資
料
か
ら
の
採
話
を
図
っ
た

も
の
か
。

な
お
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
隆
国
の
子
の
鳥
羽
僧
正
覚
猷
・
陸
奥
前
司

国
俊
の
話
題
は
第
三
七
段
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
国
俊
を
覚
猷
の
「
甥
」

と
し
て
い
る
の
で
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
採
話
は
隆
国
の
系
脈
か
ら
遠
い
者

の
手
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

５

西
宮
殿
〈
高
明
／
也
〉
の
孫
、
俊
賢
大
納
言
の
第
二
の
男
な
り
。
…
…
隆
国

の
系
脈
に
つ
い
て
の
釈
。
記
録
体
文
書
に
常
套
の
割
書
系
脈
注
記
に
類
似
し
、

こ
れ
を
訓
み
下
し
て
本
文
化
し
た
形
。
序
の
文
脈
は
「
隆
国
と
い
ふ
人
な
り
。」

か
ら
「
年
高
う
」
へ
と
続
く
。

「
西
宮
殿
」
は
源
高
明
。
延
喜
一
四
（
九
一
四
）
年
生
、
天
元
五
（
九
八
二
）

年
薨
。
醍
醐
天
皇
第
十
皇
子
。
母
は
右
大
弁
源
唱
女
の
周
子
。
正
二
位
左
大
臣

大
宰
権
帥
。
第
宅
に
は
西
宮
第
と
高
松
第
が
あ
り
、
前
者
を
も
っ
て
西
宮
殿
、

西
宮
左
大
臣
と
称
さ
れ
た
（『
二
中
歴
』
第
十
・
名
家
歴
「
西
宮
﹇
四
条
北
大

宮
東
高
明
公
家
／
一
本
云
錦
小
路
南
朱
雀
西
﹈」
）。
*26
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『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
、
第
九
七
段
「
小
野
宮
大
饗
事

付
西
宮
殿
・
富

小
路
大
臣
等
大
饗
事
」
に
高
明
の
任
大
臣
時
の
大
饗
お
よ
び
西
宮
第
庭
園
の
景

観
が
語
ら
れ
る
。
本
章
段
中
の
小
野
宮
大
饗
話
題
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二

四
「
小
野
宮
大
饗
九
条
大
臣
得
打
衣
語
第
三
」
に
、
富
小
路
大
臣
大
饗
話
題
は

『
古
事
談
』
巻
第
二

、『
古
事
談
抄
』

に
所
見
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第

74

62

九
七
段
は
こ
の
二
者
に
西
宮
殿
大
饗
話
題
を
加
え
て
大
饗
譚
の
集
成
を
図
っ
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
六
一
段
「
上
緒
主
得
金
事
」（
同
話
、『
今
昔
』

巻
第
二
六
「
兵
衛
佐
上
倭
主
於
西
八
条
見
得
銀
語
第
一
三
」）
に
は
、
上
緒
主

の
造
成
地
が
一
画
を
占
め
る
南
北
二
町
に
つ
い
て
、「
い
は
ゆ
る
こ
の
比
の
西

の
宮
な
り
。」（『
今
昔
物
語
集
』
同
話
「
今
ノ
西
ノ
宮
ト
云
所
、
此
也
。」）
と

の
注
釈
的
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物

語
集
五
』（
森
正
人
氏
校
注
）
の
当
該
話
脚
注
に
「
西
の
宮
の
位
置
に
つ
い
て

は
諸
説
あ
る
が
、
こ
の
造
成
地
は
ど
の
説
と
も
一
致
し
な
い
。（
中
略
）
た
だ

し
、
こ
の
説
話
は
、
西
の
宮
の
主
で
あ
っ
た
源
高
明
の
突
然
の
失
脚
、
お
よ
び

直
後
の
邸
宅
の
焼
失
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
生
ま
れ
、
享
受
さ
れ
て
い
た
の
で
は

あ
ろ
う
。」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
二
話
の
収
録
と
、
序
に
隆
国
の
系
脈
を
祖
父

*27

高
明
に
遡
っ
て
注
記
す
る
こ
と
と
の
間
に
関
連
を
認
め
れ
ば
、
序
の
記
者
と
本

書
編
述
者
と
の
距
離
が
近
づ
く
こ
と
に
な
る
。

「
俊
賢
大
納
言
」
は
源
俊
賢
。
天
徳
三
（
九
五
九
）
年
生
、
万
寿
四
（
一
〇

二
七
）
薨
。
醍
醐
源
氏
。
父
は
左
大
臣
大
宰
権
帥
高
明
。
母
は
右
大
臣
藤
原
師

輔
の
三
女
。
正
二
位
権
大
納
言
。
寛
仁
三
（
一
〇
一
九
）
年
の
致
仕
後
、
任
民

部
卿
。
万
寿
四
年
六
月
十
一
日
出
家
、
同
十
三
日
薨
去
。
藤
原
行
成
・
公
任
・

斉
信
と
と
も
に
一
条
天
皇
朝
の
四
納
言
と
称
え
ら
れ
た
（『
二
中
歴
』
第
一
三

・
名
人
歴
・
名
臣
「
今
案
、（
中
略
）
又
齋
信
〈
傍
記
「
民
部
卿
」〉、
公
任
（
同

「
大
納
言
」〉、
行
成
〈
同
「
侍
従
大
納
言
」〉、
俊
賢
〈
同
「
大
納
言
」〉﹇
謂

之
一
條
院
／
時
之
四
賢
﹈﹇
手
、
俊
賢
行
成
云
々
、
謂
之
一
條
院
時
四
納
言
云

々
﹈」。『
愚
管
抄
』
巻
第
四
、『
十
訓
抄
』
上
・
第
一
及
び
第
四
な
ど
に
も
）。

『
古
事
談
』
で
は
巻
第
一

に
「
四
納
言
面
々
吐
才
学
ケ
ル
ヲ
聞
テ
」
と
見
え

32

る
（『
今
鏡
』
ふ
じ
な
み
の
中
第
五
・
苔
の
衣
、『
愚
管
抄
』
巻
第
四
に
同
話

*28
題
）。
た
だ
し
、『
古
事
談
』
所
見
の
他
の
俊
賢
話
題
で
は
、
巻
第
二

（「
俊

29

賢
」）・

（「
俊
賢
卿
）・

（「
俊
賢
卿
）・

（「
俊
賢
卿
」）・

（「
俊
賢

30

31

33

70

民
部
卿
」）、
巻
第
六

（「
俊
賢
卿
」）
と
最
終
官
職
「
民
部
卿
」
も
っ
て
呼

51

称
し
、「
大
納
言
」
と
は
な
い
。
序
は
「
四
納
言
」
と
し
て
賢
才
を
称
え
ら
れ

た
俊
賢
を
標
示
す
る
た
め
に
「
大
納
言
」
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
俊

賢
話
題
は
『
今
昔
物
語
集
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
い
ず
れ
に
も
見
出
せ
な
い
。

６

年
高
う
な
り
て
は
、
暑
さ
を
わ
び
て
、
暇
を
申
し
て
、
五
月
よ
り
八
月
ま
で

は
、
平
等
院
一
切
経
蔵
の
南
の
山
際
に
、
南
泉
房
と
い
ふ
所
に
、
籠
も
り
居
ら

れ
け
り
。
…
…
『
今
鏡
』
藤
波
の
下
第
六
・
弓
の
音
に
、
藤
原
伊
通
の
任
中
納

言
に
関
わ
っ
て
、「
前
の
宰
相
に
て
、
中
納
言
に
な
る
例
無
き
こ
と
な
れ
ど
、

隆
国
の
宇
治
に
籠
も
り
居
て
、
前
の
中
納
言
よ
り
大
納
言
に
な
り
た
る
事
の
、

な
ぞ
ら
へ
つ
べ
き
﹇
に
﹈
よ
り
て
ぞ
な
り
給
ひ
け
る
。」
と
あ
る
。
隆
国
は

*29

五
十
八
歳
の
康
平
四
（
一
〇
六
一
）
年
に
権
中
納
言
を
辞
し
、
六
十
四
歳
の
治

暦
三
（
一
〇
六
七
）
年
二
月
六
日
に
権
大
納
言
に
復
し
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』

同
年
頭
注
、『
古
事
談
』
巻
第
二

の
分
注
）。

81

一
方
、
平
等
院
の
造
営
は
永
承
七
（
一
〇
五
二
）
年
三
月
で
（『
扶
桑
略
記
』

永
承
七
年
「
今
年
始
入
末
法
。（
中
略
）
同
（
三
）
月
廿
八
日
癸
酉
。
左
大
臣

﹇
頼
通
﹈
捨
宇
治
別
業
爲
寺
。
安
置
佛
像
。
初
修
法
華
三
昧
。
号
平
等
院
。」

）、
一
切
経
蔵
に
つ
い
て
は
、「
こ
の
経
蔵
に
佛
典
が
完
備
し
、
始
め
て
の
一

*30切
経
会
が
行
わ
れ
た
の
が
、
延
久
元
（
一
〇
六
九
）
年
五
月
二
十
八
日
で
あ
っ

た
」
と
さ
れ
る
。
*31

ま
た
、
南
泉
房
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
隆
国
が
「
延
暦
寺
阿
闍
梨
数
（
十
）

人
」
と
共
に
浄
土
教
要
文
集
『
安
養
集
』
を
撰
集
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
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隆
国
は
延
久
二
（
一
〇
七
〇
）
年
四
月
頃
、「
平
等
院
南
泉
房
」
で
の
『
往
生

要
集
』
諸
本
読
み
合
わ
せ
に
発
起
人
（「
張
發
」）
と
し
て
参
加
し
（
青
蓮
院

吉
水
蔵
承
安
元
（
一
一
七
一
）
年
写
『
往
生
要
集
』
奥
書
）、
そ
の
後
、
同
じ

南
泉
房
で
『
往
生
要
集
』
を
基
幹
資
料
と
す
る
『
安
養
集
』
撰
集
を
主
催
し
て
、

延
久
三
（
一
〇
七
一
）
年
二
月
以
前
に
そ
の
業
を
遂
げ
て
い
る
（
な
お
、
延

*32

久
四
（
一
〇
七
二
）
年
に
『
安
養
集
』
を
宋
に
渡
し
た
成
尋
阿
闍
梨
の
母
は
隆

国
の
姉
と
さ
れ
る
）。
*33

こ
の
南
泉
房
で
の
『
安
養
集
」
撰
集
の
時
期
は
、
隆
国
が
終
生
近
侍
し
た
藤

原
頼
通
が
関
白
を
辞
し
て
宇
治
に
隠
棲
し
た
頃
（
治
暦
四
〈
一
〇
六
八
〉
年
四

月
〜
延
久
六
〈
一
〇
七
四
〉
年
二
月
薨
）
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
序
に
い
う

*34

「
暇
を
申
し
て
、
五
月
よ
り
八
月
ま
で
は
」
に
符
合
す
る
の
は
、
散
位
期
間
の

康
平
四
（
一
〇
六
一
）
年
〜
治
暦
三
（
一
〇
六
七
）
年
よ
り
、
権
大
納
言
復
任

の
治
暦
三
（
一
〇
六
七
）
年
か
ら
承
保
元
（
一
〇
七
四
）
年
に
七
十
一
歳
で
致

仕
す
る
間
で
あ
ろ
う（
こ
の
後
、承
保
四
年
六
月
十
九
日
に
病
に
よ
っ
て
出
家
、

七
月
九
日
に
七
十
四
歳
で
入
滅
）。

さ
て
、
こ
う
し
て
序
の
こ
の
一
文
は
、
史
実
に
照
ら
し
て
了
解
し
よ
う
と
す

る
読
者
に
隆
国
の
『
安
養
集
』
撰
集
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
の
読
者
の

想
起
（
Ｗ
・
イ
ー
ザ
ー
の
所
謂
〈
既
成
の
準
拠
枠
〉）
と
の
間
に
〈
空
所
〉
を

仕
掛
け
る
よ
う
に
し
て
、
序
は
、
以
下
に
、
そ
う
し
た
浄
土
教
要
文
集
撰
集
の

事
業
の
対
極
に
あ
る
と
も
い
え
そ
う
な
、
街
談
巷
説
の
「
昔
物
語
」
を
聞
書
き

す
る
隆
国
を
語
っ
て
い
く
。
両
者
の
位
相
の
異
な
り
は
、
た
と
え
ば
『
古
事
談
』

巻
第
五

の
以
下
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

11

*35

（
上
略
）（
八
幡
故
検
校
僧
都
成
清
）
雖
不
浅
其
憑
、
母
サ
ヘ
逝
去
之
後
、

弥
失
為
方
、
籠
居
仁
和
寺
辺
之
間
、
鳥
羽
法
皇
御
灸
治
之
時
、
ア
ツ
サ
ナ
ク

サ
メ
サ
セ
御
坐
サ
ム
ト
テ
、
御
前
ニ
祗
候
之
人
々
、
巡
物
語
可
仕
ト
、
少
々

利
口
物
語
ナ
ト
令
申
之
間
、
粟
田
口
座
主
行
玄
、
御
持
僧
ニ
テ
祗
候
申
云
、

此
物
語
同
者
仏
神
霊
験
之
事
ヲ
可
語
申
云
云
、
尤
可
然
之
由
有
勅
定
、
人
々

皆
令
語
申
之
間
、
重
基
カ
番
ニ
ナ
リ
テ
、
往
事
者
皆
人
々
所
知
ト
テ
、
此
成

清
事
夢
想
之
次
第
、
委
令
語
申
之
間
、
法
皇
及
御
落
涙
、
令
随
喜
御
之
、
忽

召
光
安
件
僧
在
所
ヲ
可
尋
之
由
ヲ
被
仰
、（
下
略
）

「
利
口
物
語
」
に
対
す
る
「
仏
神
霊
験
之
事
」。
序
は
、
読
者
が
想
起
す
る
後

者
の
聖
な
る
時
空
間
（『
安
養
集
』
撰
録
の
南
泉
房
）
を
、
前
者
の
俗
な
る
時

空
間
（
街
談
巷
説
聞
書
の
南
泉
房
）
へ
と
反
転
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
、
そ
れ
は
す
で
に
「
暑
さ
を
わ
び
て
」
の
内
に
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
も

あ
っ
て
、
こ
れ
も
右
の
『
古
事
談
』
逸
話
が
伝
え
る
と
お
り
、「
ア
ツ
サ
ナ
グ

サ
メ
サ
セ
御
坐
サ
ム
」
折
に
は
「
巡
物
語
」
の
「
利
口
物
語
」
こ
そ
が
相
応
し

い
の
で
あ
る
（
引
用
波
線
部
）。

『
安
養
集
』
撰
録
の
時
空
間
は
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
著
録
の
時
空
間
で
も

あ
っ
た
の
だ
…
…
。〈
空
所
〉
は
こ
う
し
て
聖
俗
混
淆
の
宇
治
の
時
空
間
を
読

者
に
発
見
さ
せ
て
い
く
が
、
興
味
深
い
の
は
、
序
の
こ
の
一
文
が
想
起
さ
せ
る

隆
国
の
源
信
『
往
生
要
集
』
繙
読
、『
安
養
集
』
撰
集
の
時
空
間
が
〈
非
在
〉

化
し
、
思
い
も
寄
ら
ぬ
所
収
話
題
と
の
連
続
性
を
読
者
に
見
出
だ
さ
せ
る
こ
と

だ
ろ
う
。
冒
頭
第
一
段
「
道
命
阿
闍
梨
於
和
泉
式
部
之
許
読
経
、
五
條
道
祖
神

聴
聞
事
」
の
話
末
評
語
。
そ
こ
に
は
「
さ
れ
ば
、
は
か
な
く
、
さ
い
読
み
た
て

ま
つ
る
と
も
、
清
く
て
読
み
た
て
ま
つ
る
べ
き
こ
と
な
り
。「
念
仏
、
読
経
、

四
威
儀
を
や
ぶ
る
事
な
か
れ
」
と
恵
心
の
御
房
も
い
ま
し
め
給
ふ
に
こ
そ
。」

と
、
他
な
ら
ぬ
源
信
の
「
四
十
一
箇
条
起
請
」
の
一
つ
が
引
か
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
南
泉
房
の
隆
国
の
声
な
の
で
は
な
い
か
…
…
。

７

さ
て
宇
治
大
納
言
と
は
聞
こ
え
け
り
。
…
…
前
文
を
も
っ
て
隆
国
異
名
の
由

来
と
し
、『
宇
治
大
納
言
物
語
』
題
号
中
の
「
宇
治
大
納
言
」
の
釈
名
を
結
ぶ

一
文
。

こ
の
異
名
は
、
略
注
２
に
引
い
た
大
江
親
通
（
？
〜
一
一
五
二
）『
七
大
寺
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巡
礼
私
記
』（
保
延
六
〈
一
一
四
〇
〉
年
の
南
都
七
大
寺
等
巡
礼
記
）
に
書
名

の
一
部
と
し
て
見
え
る
ほ
か
、『
今
鏡
』（
一
一
七
〇
年
）
ふ
じ
な
み
の
下
第

六
・
絵
合
の
歌
に
「
宗
俊
の
大
納
言
、
御
母
宇
治
の
大
納
言
隆
国
の
女
」
と
*36

あ
り
、『
古
事
談
』
に
も
巻
第
一

、
巻
第
二

に
「
宇
治
大
納
言
隆
国
」
と

64

81

見
え
る
。
し
か
し
、
隆
国
生
存
中
の
異
名
は
『
安
養
集
』
巻
首
の
撰
号
に
記
載

の
「
南
泉
房
大
納
言
」
だ
っ
た
。
佐
藤
謙
三
氏
は
「
宇
治
の
所
領
に
最
も
力
を

入
れ
て
、
此
處
を
平
等
院
と
し
た
の
が
頼
通
で
あ
つ
た
の
で
、
こ
の
人
が
宇
治

殿
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
宇
治
殿
の
恩
顧
を
受
け
て
ゐ
た
隆
國
が
、
宇
治
大

納
言
と
言
は
れ
て
ゐ
る
理
由
は
よ
く
分
ら
ぬ
が
、
宇
治
殿
の
家
の
子
と
い
ふ
意

味
が
多
少
は
あ
る
ら
し
い
。」
と
す
る
。
そ
う
し
た
経
緯
を
も
つ
呼
称
が
『
宇

*37

治
大
納
言
物
語
』
の
享
受
、
流
通
と
と
も
に
定
着
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
既
に
行
わ
れ
て
い
た
異
名
「
宇
治
大
納
言
」

を
改
め
て
釈
し
た
の
が
こ
の
序
。
そ
の
、「
南
泉
房
大
納
言
」
な
ら
ぬ
「
宇
治

大
納
言
」
の
釈
名
に
着
想
を
与
え
た
の
は
、
諸
家
の
説
に
も
あ
る
と
お
り
、
*38

「
宇
治
民
部
卿
」
藤
原
忠
文
（
貞
観
一
五
〈
八
七
三
〉
年
〜
天
暦
元
〈
九
四
七
〉

年
。
将
門
の
乱
の
折
に
任
征
東
大
将
軍
、
純
友
の
乱
の
折
に
任
征
西
大
将
軍
）

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
九
「
民
部
卿
忠
文
鷹
、
知
本
主

語
第
三
十
四
」
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
*39

今
昔
、民
部
卿
藤
原
ノ
忠
文
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
。此
ノ
人
宇
治
ニ
住
ケ
レ
バ
、

宇
治
ノ
民
部
卿
ト
ナ
ム
、
世
ノ
人
云
ケ
ル
。

こ
の
「
宇
治
ノ
民
部
卿
」
忠
文
を
め
ぐ
っ
て
は
、『
江
談
抄
』
に
次
の
逸
話
も

伝
え
ら
れ
て
い
た
（
類
聚
本
巻
第
二

「
忠
文
炎
暑
之
時
不
出
仕
事
」）
。

43

*40

又
、
忠
文
秋
冬
者
勤
陣
直
。
夙
夜
匪
懈
怠
。
炎
暑
之
時
、
請
暇
向
宇
治
別
業

以
避
暑
為
事
。
或
時
被
髪
浴
于
宇
治
川
云
々
。

略
注
６
の
一
文
が
こ
の
忠
文
の
逸
事
の
な
ぞ
り
と
し
て
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ

ろ
う
。
か
く
し
て
隆
国
は
、
聖
な
る
時
空
間
（
宇
治
平
等
院
）
の
「
南
泉
房
大

納
言
」
か
ら
俗
な
る
時
空
間
（「
宇
治
別
業
」）
の
「
宇
治
大
納
言
」
へ
と
変

貌
す
る
。
こ
の
「
宇
治
大
納
言
」
は
ま
た
、「
宇
治
民
部
卿
」
と
同
様
に
「
被

髪
（
紙
を
結
わ
な
い
、
ざ
ん
ば
ら
）
し
て
宇
治
河
に
浴
み
す
」
る
隆
国
で

か
は
あ

*41

も
あ
っ
て
、
浴
み
の
後
（『
江
談
抄
』
末
尾
の
「
云
々
」）
に
は
街
談
巷
説
の

採
取
聞
書
き
も
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
以
下
に
続
く
こ
の
序
の
「
物
語
」
釈
名

の
構
想
な
の
で
あ
る
。

８

髻
を
結
ひ
綰
げ
て
、

１

、
莚
を
板
に
敷
き
て
、

２

大
き
な
る
打
輪

を

３

上
中
下
を
い
は
ず
、

４

昔
物
語
を
せ
さ
せ
て
、
我
は
内
に
そ

ひ
臥
し
て
、語
る
に
し
た
が
ひ
て
大
き
な
る
双
紙
に
書
か
れ
け
り
。
…
…
以
下
、

略
注
９
と
と
も
に
、『
宇
治
大
納
言
物
語
』
題
号
中
の
「
物
語
」
に
つ
い
て
の

釈
名
。
古
本
系
諸
本
の
空
格
（
１
〜
４
）
は
虫
損
等
で
は
な
く
、
吉
田
幸
一
氏

の
見
解
（「
惟
う
に
、
こ
れ
は
故
意
に
拵
え
た
の
で
あ
っ
て
、
読
者
が
こ
の
部

分
に
ク
イ
ズ
的
思
考
を
は
た
ら
か
せ
て
解
読
す
る
よ
う
仕
組
ん
だ
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。」
）
が
ひ
ろ
く
支
持
さ
れ
て
い
る
。
万
治
二
年
板
本
は
そ
れ
ぞ

*42

れ
に
以
下
を
補
っ
て
い
る
。

空
格
１
―
お
か
し
げ
な
る
姿
に
て（
龍
門
文
庫
本
、細
字
補
入
、傍
書「
板
本
」）

空
格
２
―
す
ゞ
み
ゐ
は
べ
り
て
（
竜
門
文
庫
本
、
細
字
補
入
）

空
格
３
―
も
て
あ
ふ
か
せ
な
と
し
て
往
来
の
者
（
竜
門
文
庫
本
、
細
字
補
入
）

空
格
４
―
よ
び
あ
つ
め
（
竜
門
文
庫
本
、
細
字
補
入
）

※
「
上
中
下
」
―
「
上
下
」（
古
活
字
本
）、「
た
か
き
い
や
し
き
」（
万
治
二

年
板
本
、
龍
門
文
庫
本
「
上
中
下
」
ニ
細
字
傍
書
）

略
注
７
で
も
見
た
と
お
り
、
こ
の
記
事
は
「
宇
治
民
部
卿
」
藤
原
忠
文
の
逸

事
に
あ
る
「
或
時
被
髪
浴
于
宇
治
川
云
々
」
に
想
を
得
て
新
た
に
構
想
さ
れ
た

〝
物
語
〞
と
考
え
ら
れ
、「
髻
を
結
ひ
綰
げ
て
」「
莚
を
板
に
敷
き
て
」「
大
き

な
る
打
輪
を
」
は
す
べ
て
「
浴
み
」
後
の
情
景
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
空
格
の
〝
ク
イ
ズ
〞
は
こ
れ
に
則
し
た
補
填
を
求
め
る
も
の
で
、
さ
ら
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に
そ
れ
は
、
読
者
が
「
宇
治
民
部
卿
」
逸
事
を
想
起
、
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
を
試
す
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
上
中
下
を
い
は
ず
、

４

昔
物
語
を
せ
さ
せ
て
、
我
は
内
に
そ
ひ
臥
し

て
、
語
る
に
し
た
が
ひ
て
大
き
な
る
双
紙
に
書
か
れ
け
り
。」
は
『
富
家
語
』

応
保
元
（
一
一
六
一
）
年
の
次
の
記
事
（

）
に
類
比
的
で
あ
る
。

127
*43

仰
云
、
小
野
殿
ハ
大
炊
御
門
面
ニ
ハ
波
多
板
ヲ
立
テ
穴
ヲ
ア
ケ
タ
ル
所
ア
リ

ケ
リ
。
ソ
レ
ニ
菓
子
ナ
ト
ヲ
オ
カ
セ
給
ケ
レ
ハ
、
京
童
部
集
テ
天
下
事
ヲ
語

申
ケ
リ
、
其
中
名
事
共
聞
食
ケ
リ
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
空
格
４
は
「
菓
子
」
な
ら
ぬ
、
宇
治
に
因
む
、
あ
る
い
は
隆

国
に
相
応
し
い
禄
の
給
与
を
読
む
者
に
案
じ
さ
せ
る
〝
ク
イ
ズ
〞
で
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
話
題
に
さ
れ
る
街
談
巷
説
の
「
天
下

事
」
の
聴
取
は
、
漢
土
以
来
、
政
教
的
意
義
を
担
う
も
の
だ
っ
た
（『
漢
書
』

第
三
〇
巻
藝
文
志
、「
小
説
家
者
流
、
蓋
出
於
稗
官
」
補
注
「
如
淳
曰
、（
中

略
）
街
談
巷
説
、
其
細
砕
之
言
也
、
王
者
欲
知
閭
巷
風
俗
故
、
立
稗
官
使
称
説

之
。」
）。
藤
原
忠
実
の
語
る
藤
原
実
頼
の
行
状
は
そ
の
例
で
あ
る
。
一
方
、

*44

隆
国
の
聞
書
き
し
た
の
は
街
談
巷
説
の
「
昔
物
語
」。
そ
れ
は
避
暑
消
閑
打
聞

逸
興
の
沙
汰
で
あ
っ
て
、
世
情
観
察
の
「
稗
官
」
の
業
で
は
な
か
っ
た
。
序
は

「
物
語
」
の
釈
名
を
こ
う
説
い
て
、『
宇
治
大
納
言
物
語
』、
ひ
い
て
は
こ
れ

を
引
き
継
ぐ
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
世
界
を
枠
付
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

な
お
、
末
尾
の
「
語
る
に
し
た
が
ひ
て
大
き
な
る
双
紙
に
書
か
れ
け
り
。」

に
よ
れ
ば
、『
宇
治
大
納
言
物
語
』
は
語
ら
せ
た
「
昔
物
語
」
を
聞
書
き
し
た

「
打
聞
」（
聞
い
た
ま
ま
を
書
き
付
け
た
書
。『
枕
草
子
』「
う
れ
し
き
も
の
」

章
段
「
ま
た
傅
の
殿
の
御
母
上
と
こ
そ
は
」
章
段
、
ま
た
『
打
聞
集
』
な
ど
）

で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
予
め
装
丁
済
み
の
「
大
き
な
る
双
紙
」
に
順
次
筆
記
し

て
成
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
享
受
史
の
な
か
で
は
「
宇
縣
亞
相

巧
語
」（『
古
今
著
聞
集
』
序
）
と
さ
れ
、
ま
た
、「
今
で
も
落
語
家
の
間
で
は
、

宇
治
大
納
言
と
い
ふ
人
が
落
語
の
先
祖
だ
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
江
戸
時
代
の
落

語
中
興
の
祖
と
稱
せ
ら
れ
る
烏
亭
焉
馬
〈
文
政
五
／
年
歿
〉
は
、
落
語
の
初
に

必
ず
宇
治
拾
遺
物
語
の
中
の
話
を
一
席
辯
じ
て
、
こ
の
大
納
言
に
敬
意
を
表
し

た
そ
う
で
あ
る
。
宇
治
大
納
言
が
何
で
落
語
の
先
祖
か
と
い
ふ
と
、
こ
の
人
が

宇
治
拾
遺
物
語
と
い
ふ
説
話
集
を
作
つ
た
か
ら
だ
、
と
の
理
由
か
ら
ら
し
い
。」

と
も
あ
る
が
、
序
が
そ
の
立
場
（
隆
国
に
よ
る
語
り
直
し
、
編
述
）
を
採
っ

*45て
い
な
い
点
、『
宇
治
大
納
言
物
語
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
の
異
な
り
を

考
え
る
上
で
、
注
意
が
必
要
だ
ろ
う
（
略
注

、
参
照
）。

15

９

天
竺
の
事
も
あ
り
、
大
唐
の
事
も
あ
り
、
日
本
の
事
も
あ
り
。
そ
れ
が
内
に
、

た
ふ
と
き
事
も
あ
り
、
お
か
し
き
事
も
あ
り
、
お
そ
ろ
し
き
事
も
あ
り
、
あ
は

れ
な
る
事
も
あ
り
、
き
た
な
き
事
も
あ
り
。
少
々
は
、
空
物
語
も
あ
り
。
利
口

な
る
事
も
あ
り
。
さ
ま

ぐ
様

く
な
り
。
…
…
題
号
中
の
「
物
語
」
釈
名
と

し
て
、
序
者
披
見
の
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
話
題
内
容
を
解
説
し
た
も
の
（
略

注
提
出
本
文
６
〜
８
と
異
な
り
、
文
末
が
「
あ
り
」「
な
り
」
と
な
っ
て
い
る
）。

こ
れ
に
つ
い
て
は
島
津
氏
に
、

「
宇
治
大
納
言
物
語
」
の
内
容
を
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
『
今
昔
』

の
よ
う
な
組
織
だ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、『
宇
治
拾
遺
』
や
『
古
本
説
話
』

に
近
い
雑
纂
形
式
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま

『
宇
治
拾
遺
』
の
意
図
す
る
も
の
を
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、「
宇
治
大
納

言
物
語
」
の
内
容
に
つ
い
て
語
り
な
が
ら
、
実
は
『
宇
治
拾
遺
』
の
性
格
を

は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

の
発
言
が
あ
る
。
*46

「
天
竺
の
事
も
あ
り
、
大
唐
の
事
も
あ
り
、
日
本
の
事
も
あ
り
。」
は
い
わ

ゆ
る
三
国
意
識
に
関
わ
る
が
、『
今
昔
物
語
集
』
が
「
本
朝
」
と
す
る
と
こ

*47

ろ
を
「
日
本
」
と
し
て
い
る
点
に
は
世
界
像
の
種
差
を
認
め
て
よ
い
の
か
も
知

れ
な
い
。
*48
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「
そ
れ
が
内
に
」
以
下
に
つ
い
て
は
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
一
の
巻
「
す

べ
て
の
物
語
書
の
事
」
の
以
下
の
記
事
が
参
考
に
な
ろ
う
。

*49

さ
て
も
ろ
〳
〵
の
物
語
の
さ
ま
、
お
の
〳
〵
す
こ
し
づ
ゝ
か
は
り
て
、
さ
ま

〴
〵
な
れ
ど
も
、
い
づ
れ
も
、
昔
の
よ
に
有
し
事
を
、
か
た
る
よ
し
に
て
、

あ
る
は
い
さ
ゝ
か
か
た
ち
有
し
事
を
、
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
つ
く
り
か
へ

て
も
か
き
、
あ
る
は
其
名
を
か
く
し
も
し
、
か
へ
も
し
て
か
き
、
あ
る
は
み

な
が
ら
作
り
も
し
、
又
ま
れ
に
は
、
有
し
こ
と
を
、
そ
の
ま
ゝ
に
書
る
も
有

て
、
や
う
〳
〵
な
る
中
に
、
ま
づ
多
く
は
つ
く
り
た
る
も
の
也
、
さ
て
そ
は

い
か
な
る
趣
な
る
物
に
て
、
何
の
た
め
に
よ
む
も
の
ぞ
と
い
ふ
に
、
大
か
た

物
が
た
り
は
、
世
の
中
に
有
と
あ
る
、
よ
き
事
あ
し
き
事
、
め
づ
ら
し
き

リ

こ
と
を
か
し
き
こ
と
、お
も
し
ろ
き
事
あ
は
れ
な
る
事
な
ど
の
さ
ま
〴
〵
を
、

書
あ
ら
は
し
て
、
そ
の
さ
ま
を
、
繪
に
も
か
き
ま
じ
へ
な
ど
し
て
、
つ
れ
〴

〵
な
る
ほ
ど
の
、
も
て
あ
そ
び
に
し
、
又
は
心
の
む
す
ぼ
ゝ
れ
て
、
物
お
も

は
し
き
を
り
な
ど
の
、
な
ぐ
さ
め
に
も
し
、
世
中
の
あ
る
や
う
を
も
心
得

ノ

て
、
も
の
の
あ
は
れ
を
も
し
る
も
の
な
り
、

『
源
氏
物
語
』
蛍
帖
の
物
語
論
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
序
と
を
縒
り
合
わ
せ
た

か
の
ご
と
き
宣
長
の
物
語
論
は
、
そ
れ
故
に
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
並
び
に
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
の
方
法
と
作
意
を
言
い
当
て
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、「
お
か
し
き
事
も
あ
り
お
そ
ろ
し
き
事
も
あ
り
」
は
古
活
字
本
、
万

治
二
年
板
本
に
な
く
、
書
陵
部
本
は
末
尾
の
「
様
〳
〵
」
を
欠
く
。

世
の
人
こ
れ
を
興
じ
見
る
。
…
…
隆
国
筆
録
「
打
聞
」（『
宇
治
大
納
言
物

10
語
』）
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
反
響
を
紹
介
し
た
一
文
。「
興
じ
」
は
略
注
９

に
紹
介
さ
れ
る
話
題
内
容
に
応
じ
た
反
応
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
こ
れ
」

は
略
注
８
本
文
に
あ
る
「
大
き
な
る
双
紙
」
の
現
物
（「
正
本
」）
か
。「
見
る
」

に
は
〝
読
む
〞
の
意
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。『
中
外
抄
』
下
巻

に
は
、『
今

31

昔
物
語
集
』
巻
十
九
「
西
京
仕
鷹
者
、
見
夢
出
家
語
第
八
」
の
同
話
か
と
見
ら

れ
る
話
題
に
か
か
わ
っ
て
、
そ
の
享
受
様
態
を
伝
え
る
次
の
記
事
が
あ
る
。
*50

久
安
六
（
一
一
五
〇
）
年
八
月
廿
日
。
仰
云
、
近
日
小
鷹
狩
之
盛
也
、
我
幼

少
時
ニ
面
白
い
み
し
く
覚
え
し
事
也
、
十
三
四
歳
程
は
、
さ
か
り
に
好
き
ツ

ミ
ノ
ア
リ
シ
ヲ
テ
ニ
ス
ヘ
テ
、
此
下
絵
林
ト
云
所
ニ
遊
テ
鳥
ニ
合
テ
見
程
ニ

鳶
ノ
二
出
来
テ
す
け
立
て
、
事
外
ニ
高
ク
ソ
リ
タ
リ
シ
ニ
、
鳶
近
ナ
リ
テ
チ

カ
ヒ
テ
飛
下
テ
、
我
笠
上
ニ
居
タ
リ
シ
、
あ
は
れ
ニ
覚
キ
。
其
後
、
大
納
言

物
語
を
女
房
の
読
シ
ヲ
聞
シ
カ
ハ
、
鷹
好
者
雉
ニ
成
テ
、
鷹
ニ
恐
タ
ル
由
ヲ

聞
シ
カ
ハ
、
朝
ニ
起
皆
放
了
。
其
後
敢
不
好
。

忠
実
の
十
三
、
四
歳
は
正
本
出
来
の
ほ
ぼ
二
十
年
後
。
転
写
伝
写
に
よ
る
急
速

な
流
通
を
通
じ
て
、
享
受
は
物
語
音
読
聴
取
の
場
に
も
及
ん
で
い
た
。

十
四
帖
な
り
。
…
…
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
解
題
の
結
び
。「
な
り
」
の
断

11
定
で
結
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
序
者
披
見
の
『
宇
治
大
納
言
物
語
』（
原

本
の
写
本
）
に
よ
る
か
。
万
治
二
年
板
本
は
「
十
五
」（
龍
門
文
庫
本
は
「
四
」

に
「
五
」
の
傍
書
）。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
古
本
系
諸
本
は
上
下
二
冊
、
古

活
字
本
は
八
巻
八
冊
、
万
治
二
年
板
本
は
十
五
冊
。

そ
の
正
本
は
、伝
は
り
て
、侍
従
俊
貞
と
い
ひ
し
人
の
も
と
に
ぞ
あ
り
け
る
。

12
い
か
に
な
り
に
け
る
に
か
。
…
…
略
注

と
と
も
に
、
解
題
に
付
さ
れ
た
受
容

13

史
解
説
。
こ
こ
は
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
原
本
（「
大
き
な
る
双
紙
」）
の
伝

来
情
報
。
こ
の
序
の
書
か
れ
た
時
点
で
は
所
在
不
明
、
と
い
う
。
二
文
と
も
「
け

り
」
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
も
過
去
の
、
確
証
の
な
い
情
報
で
あ
る
。

「
侍
従
俊
貞
」
は
隆
国
の
玄
孫
「
俊
定
」（
隆
国
―
俊
明
―
能
俊
―
俊
雅
―

俊
定[

右
少
弁]

、
父
俊
雅
の
母
は
久
安
五
〈
一
一
四
九
〉
年
卒
）
と
す
る
の
が

通
説
。
た
だ
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
成
立
期
か
ら
遠
く
遡
る
こ
と
に
は
な
る

*51

が
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
四
段
「
伴
大
納
言
事
」
が
依
拠
し
た
と
見
ら
れ
る

『
江
談
抄
』
第
三
７
「
伴
大
納
言
本
縁
事
」
の
末
尾
に
、
*52

此
事
祖
父
所
被
伝
語
也
。
又
其
後
ニ
広
俊
父
ノ
俊
貞
モ
彼
国
ノ
住
人
語
リ
シ
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ナ
リ
ト
テ
語
リ
キ
ト
云
々
。

と
し
て
出
る
「
俊
貞
」
も
い
る
。
大
江
匡
房
（
長
久
二
〈
一
〇
四
一
〉
年
〜
天

永
二
〈
一
一
一
一
〉
年
）
祖
父
の
挙
周
は
永
承
元
（
一
〇
四
六
）
年
の
卒
。
広

俊
が
中
原
氏
と
す
れ
ば
、
天
承
元
（
一
一
三
一
）
年
に
七
十
歳
で
存
命
と

*53

*54

い
う
か
ら
康
平
六
（
一
〇
六
三
）
年
の
生
ま
れ
。
そ
の
「
父
」
の
「
俊
貞
」
は

伝
不
詳
だ
が
、
序
に
い
う
隆
国
「
昔
物
語
」
採
集
期
（
治
暦
三
（
一
〇
六
七
）

年
〜
承
保
元
（
一
〇
七
四
）
年
）
以
降
の
存
命
を
推
せ
ば
、「
彼
国
ノ
住
人
語

リ
シ
ナ
リ
ト
テ
語
リ
キ
」
と
街
談
巷
説
に
関
心
を
寄
せ
た
こ
の
「
俊
貞
」
が
、

隆
国
自
書
「
打
聞
」
の
「
正
本
」
を
手
に
し
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。

後
に
、
さ
か
し
き
人
々
書
き
入
れ
た
る
間
、
物
語
多
く
な
れ
り
。
大
納
言
よ

13
り
後
の
事
、書
き
入
れ
た
る
本
も
あ
る
に
こ
そ
。
…
…
こ
こ
か
ら
は
文
末
が「
け

り
」
で
は
な
く
「
り
」
に
変
わ
る
。
序
者
の
時
代
へ
と
続
く
時
期
の
「
確
実
な

事
実
」
と
し
て
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の
そ
の
後
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

*55

「
正
本
」
は
や
が
て
所
在
不
明
と
な
る
が
、
伝
写
本
は
世
に
流
布
し
た
。
そ
し

て
、
数
次
の
書
写
の
間
に
、
増
補
（「
書
き
入
れ
」）
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
増

補
版
な
の
で
、
そ
れ
ら
は
「
大
納
言
よ
り
後
の
事
」
を
含
み
つ
つ
も
『
宇
治
大

納
言
物
語
』
の
題
号
を
踏
襲
し
た
。
そ
の
総
体
が
序
の
冒
頭
に
あ
っ
た
「
世

*56

に
宇
治
大
納
言
物
語
と
い
ふ
も
の
」
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
い
う
「
書
き
入
れ
」
は
、
多
く
の
説
話
集
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
具
体
的
に
は
隆
国
聞
書
き
「
打
聞
」
に
あ
っ
た
話
題
の
類
話
、
話

題
中
の
人
名
や
地
名
あ
る
い
は
逸
事
の
関
連
話
題
を
書
き
添
え
る
増
補
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、『
宇
治
大
納
言
物
語
』
は
そ
れ
を
通
じ
て

「
打
聞
」
か
ら
話
題
相
互
に
連
関
を
保
つ
編
述
書
へ
と
、
い
く
ら
か
の
変
貌
を

遂
げ
た
こ
と
に
な
る
。
増
補
は
語
ら
れ
た
ま
ま
の
「
昔
物
語
」
の
筆
録
集
を
話

題
連
纂
の
「
昔
物
語
」
集
に
変
え
る
。
ま
た
、
増
補
話
題
は
増
補
者
に
よ
っ
て

書
か
れ
る
が
、
そ
の
中
で
、
語
ら
れ
た
「
昔
物
語
」
も
書
写
の
間
に
書
か
れ
た

「
昔
物
語
」
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
増
補
版

*57

の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
さ
か
し
き
人
」「
巧
語
」
の
物
語
集
テ
キ
ス

ト
に
な
っ
た
、
と
お
ぼ
し
い
。
け
れ
ど
も
、
見
た
と
お
り
、
そ
れ
ら
は
題
号
を

変
え
る
こ
と
な
く
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の
名
を
名
告
っ
た
。
諸
書
引
用
の
「
宇

治
大
納
言
物
語
」
は
そ
う
し
た
バ
リ
ア
ン
ト
の
い
ず
れ
か
な
の
だ
ろ
う
が
、
そ

の
間
に
、「
宇
治
大
納
言
」
聞
書
き
の
物
語
は
「
宇
縣
亞
相
巧
語
」（『
古
今
著

聞
集
』
序
）
の
物
語
と
見
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
る
ほ
ど
に
、
今
の
世
に
、
又
、
物
語
書
き
入
れ
た
る
、
出
で
来
た
れ
り
。

14
…
…
「
今
の
世
」
は
序
者
の
時
代
。
そ
の
現
在
に
、
ま
た
改
め
て
増
補
版
が
出

来
し
た
と
い
う
。
こ
の
一
文
以
降
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
解
説
。「
出
で
来

た
れ
り
」
は
客
観
的
事
実
を
標
示
す
る
趣
の
語
り
口
で
あ
る
。
自
著
へ
の
言
及

の
仕
方
と
し
て
は
や
や
異
例
で
あ
り
、
そ
の
判
断
に
か
か
わ
っ
て
、
序
を
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
編
述
者
韜
晦
も
し
く
は
後
人
僞
作
の
〝
自
序
〞
と
す
る
か
、
他

撰
の
序
と
す
る
か
、
意
見
が
分
か
れ
る
。

大
納
言
の
物
語
に
洩
れ
た
る
を
拾
ひ
集
め
、
又
、
そ
の
後
の
事
な
ど
書
き
集

15
め
た
る
な
る
べ
し
。
…
…
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
編
述
の
方
法
に
つ
い
て
の
解
説
。

〝
「
拾
」
ふ
〞
は
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の
隆
国
の
方
法
、
〝
「
書
」
く
〞
は

増
補
版
加
筆
者
の
方
法
で
あ
る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
両
者
の
方
法
の
継
承

を
も
っ
て
成
っ
た
、
と
い
う
。
た
だ
し
、
文
末
は
推
量
の
「
べ
し
」
で
結
ば
れ

て
い
て
、
こ
の
解
説
も
〝
自
序
〞
、
後
人
序
の
い
ず
れ
と
も
解
し
う
る
。

名
を
宇
治
拾
遺
の
物
語
と
い
ふ
。
…
…
新
た
に
「
今
の
世
」
に
「
出
来
」
し

16
た
増
補
版
に
つ
い
て
、
そ
の
題
号
を
標
示
し
た
一
文
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ

の
新
増
補
版
が
前
代
の
増
補
版
（
題
号
『
宇
治
大
納
言
物
語
』）
と
異
な
り
、

新
た
に
『
宇
治
拾
遺
の
物
語
』
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の
増
補
版
で
は
な
く
別
作
品
な
の
だ
、
と
の
名
告
り
の

よ
う
で
も
あ
る
。新
題
号
を
標
榜
す
る
の
は
、そ
れ
が
類
話
や
関
連
話
題
の「
書
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き
入
れ
」
で
は
な
く
、「
大
納
言
の
物
語
（『
宇
治
大
納
言
物
語
』）
に
洩
れ
た

る
を
拾
ひ
集
め
」、「
そ
の
後
の
事
な
ど
書
き
集
め
」
る
新
規
事
業
を
も
っ
て

、
、

、
、

成
っ
た
テ
キ
ス
ト
だ
か
ら
。『
宇
治
拾
遺
の
物
語
』
は
「
語
る
に
し
た
が
ひ
て
」

筆
録
し
た
「
打
聞
」
で
も
、
ま
た
、
関
連
話
題
の
書
記
編
入
増
補
版
で
も
な
く
、

街
談
巷
説
の
再
蒐
集
、
近
現
代
話
題
の
取
材
筆
記
を
も
っ
て
成
り
、
そ
れ
ら
を

組
み
込
み
つ
つ
原
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
を
解
体
再
編
集
し
た
著
作
だ
っ
た
、

と
い
う
の
が
新
題
号
の
言
い
分
な
の
だ
ろ
う
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、『
宇
治

*58

拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
増
補
（
略
注

「
書
き
入
れ
」）
は
、
前
代
簇
生
の
増

14

補
版
へ
の
増
補
で
は
な
く
、
原
本
伝
写
本
か
ら
の
改
編
増
補
と
い
う
こ
と
に

*59

も
な
り
そ
う
だ
。

宇
治
に
遺
れ
る
を
拾
ふ
と
付
け
た
る
に
や
。
又
、
侍
従
を
拾
遺
と
い
へ
ば
、

17
侍
従
大
納
言
侍
る
を
ま
な
び
て

５

と
い
ふ
事
、
知
り
が
た
し
。

６

に

や
。
お
ぼ
つ
か
な
し
。
…
…
『
宇
治
拾
遺
の
物
語
』
題
号
中
の
「
宇
治
拾
遺
」

釈
名
。
二
説
が
掲
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
は
「
に
や
」「
し
り
が
た
し
」「
お

ぼ
つ
か
な
し
」
と
結
ば
れ
、
こ
こ
で
も
略
注

と
同
様
に
所
説
の
断
定
が
保
留

15

さ
れ
て
い
る
。

題
義
釈
名
の
第
一
「
宇
治
に
遺
れ
る
を
拾
ふ
と
付
け
た
る
」
の
「
宇
治
」
は

地
名
。
す
な
わ
ち
、「
宇
治
大
納
言
」
隆
国
で
は
な
く
、
隆
国
の
「
昔
物
語
」

聴
取
の
場
所
と
し
て
の
「
宇
治
」
を
取
り
立
て
て
い
る
。「
遺
れ
る
を
拾
ふ
」

は
「
拾
遺
」
を
漢
語
と
見
て
書
き
下
し
た
解
。
略
注

の
「
大
納
言
の
物
語
に

14

洩
れ
た
る
を
拾
ひ
集
め
」
に
対
応
し
、『
宇
治
大
納
言
物
語
』
生
成
空
間
で
の

新
規
「
昔
物
語
」
蒐
集
を
題
号
に
読
み
取
る
釈
名
と
な
っ
て
い
る
。

釈
名
第
二
「
侍
従
を
拾
遺
と
い
へ
ば
、
侍
従
大
納
言
侍
る
を
ま
な
び
」
は
、

「
拾
遺
」
を
官
職
「
侍
従
」
の
唐
名
と
し
、
藤
原
行
成
な
ど
の
「
侍
従
」「
大

納
言
」
兼
帯
例
（『
中
外
抄
』
下

「
侍
従
の
大
納
言
」（
行
成
）、『
古
事
談
』

22

第
二
臣
節

「
侍
従
大
納
言
行
成
」、
等
）
を
念
頭
に
措
い
て
、
題
号
語
彙
構

34

成
を
同
じ
く
す
る
「
宇
治
大
納
言
の
物
語
」「
宇
治
拾
遺
の
物
語
」
に
標
示
さ

れ
る
編
述
者
「
宇
治
大
納
言
」
と
「
宇
治
拾
遺
」
と
の
関
係
付
け
を
図
っ
た
解
。

略
注

の
「
そ
の
後
の
事
な
ど
書
き
集
め
」
に
対
応
し
、
増
補
改
編
の
テ
キ
ス

、
、
、
、
、

14

ト
生
成
の
時
間
軸
（「
侍
従
大
納
言
」
＝
原
著
編
述
者
「
大
納
言
」
＋
改
編
増

補
編
述
者
「
侍
従
」）
に
即
し
た
題
号
解
釈
を
唱
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
空
格
５
・
６
は
万
治
二
年
板
本
に
は
な
く
、
釈
名
第
二
説
以
下
は
、

「
又
侍
従
を
拾
遺
と
い
へ
ば
宇
治
拾
遺
物
が
た
り
と
い
へ
る
に
や
。
差
別
し
り

が
た
し
、
お
ぼ
つ
か
な
し
。」
と
あ
る
。「
差
別
」
は
二
説
の
当
否
判
断
に
つ

い
て
の
こ
と
で
、
釈
名
解
説
の
文
脈
に
即
し
た
空
格
解
釈
を
も
っ
て
本
文
改
竄

に
及
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
こ
の
空
格
を
、
上
文
に
続
け
て
編
述
者
「
宇
治
拾
遺
」（
＝
「
宇
治

侍
従
」）
の
釈
名
を
試
み
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
と

え
ば
、

５
＝
付
け
た
る
に
や
。
宇
治
侍
従
、
誰
と
い
ふ
事
、
知
り
が
た
し
。

６
＝
侍
従
某
に
や
。
お
ぼ
つ
か
な
し
。

空
格
化
は
こ
れ
を
断
念
し
た
も
の
。
編
述
者
未
詳
の
言
明
を
回
避
し
た
も
の
の

ご
と
く
だ
が
、
そ
れ
を
朧
化
と
見
れ
ば
、
序
を
め
ぐ
る
議
論
は
擬
作
説
に
傾
く

こ
と
に
な
る
。

宇
治
拾
遺
物
語

第
一

﹇
抄
出
之
次
第
不
同
也
﹈
…
…
巻
首
題
及
び
そ
の

18
下
に
記
さ
れ
た
細
字
注
記
。「
第
一
」
と
あ
る
が
、
本
文
中
に
「
第
二
」
以
下

の
巻
首
題
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
小
内
一
明
氏
に
次
の
指
摘
が
あ
る
。
*60

現
存
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
は
序
に
続
け
て
、
総
じ
て
改
頁
し
、
内
題
に
一
行

あ
て
て
い
る
。「
宇
治
拾
遺
物
語
第
一
抄
出
之
次
第
不
同
也
」。
内
題
の
下

に
「
抄
出
」
の
語
が
み
え
る
。
こ
れ
は
古
本
・
流
布
本
を
問
わ
ず
す
べ
て
の

、
、

写
本
類
（
印
本
の
写
は
別
）
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
現
「
宇

治
拾
遺
物
語
」
の
原
型
本
文
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
に
「
抄、
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書
」
と
は
な
く
、
は
っ
き
り
と
「
抄
出
」
と
記
し
て
い
る
。「
抄
書
」
と
い

、

、
、

え
ば
「
書
き
も
の
」
の
意
で
あ
ろ
う
が
、「
抄
出
」
は
あ
く
ま
で
も
「
抜
き

出
す
」
所
に
意
味
上
の
力
点
が
あ
ろ
う
。
現
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
は
先
行
説

話
集
か
ら
説
話
を
ぬ
き
出
し
集
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
み
ず
か
ら
語
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

な
お
現
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
は
内
題
の
下
に
「
第
一
」
と
記
す
。
こ
れ
も
原

型
本
文
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
第
一
」
も
お
そ
ら
く
大
部
の
「
宇

治
拾
遺
物
語
」
の
「
第
一
」
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
「
第
二
」
…
…

が
存
在
し
な
い
の
も
「
抄
出
之
次
第
不
同
」
と
な
り
、「
第
二
」「
第
三
」

を
記
す
意
味
を
失
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
も
述
べ
て
い
る
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

*61

た
だ
し
、
氏
は
、
序
も
先
行
す
る
〝
大
部
の
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
〞
（
＝
原

『
宇
治
拾
遺
物
語
』）
に
あ
っ
た
も
の
と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
従
え
な
い
。

*62

略
注

〜

に
見
た
よ
う
に
、
序
に
お
け
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
解
説
は
す
べ

15

17

て
題
号
か
ら
の
推
測
に
よ
る
も
の
で
、
し
か
も
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
解
説
に

は
あ
っ
た
巻
册
情
報
も
な
い
。
も
し
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
序
が
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
今
少
し
断
定
的
で
詳
細
な
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
故
、
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
序
と
は
な
し
が
た
い
。
む
し
ろ
、
我

々
が
目
に
す
る
推
測
を
基
調
と
す
る
序
の
解
説
は
、
序
の
な
い
テ
キ
ス
ト
へ
の

言
及
と
い
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
序
は
、
そ
の
序
を
も
た
な
い
原
『
宇
治
拾
遺

物
語
』
に
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
が
新
た
に
与
え
た
も
の
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
序
は
こ
う
し
て
巻
首
題
号
に
掲
げ
た
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
」
の

来
歴
を
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
に
遡
っ
て
解
説
す
る
が
、
自
著
へ
の
言
及
の
な

い
そ
の
序
の
在
り
方
は
、
序
な
る
も
の
を
め
ぐ
る
読
者
の
理
解
と
の
齟
齬
を
来

す
も
の
だ
ろ
う
。
既
成
の
準
拠
枠
の
逸
脱
―
―
〈
空
所
〉
が
こ
こ
に
出
来
す
る
。

【
構
造
】

世
に
、
宇
治
大
納
言
物
語
と
い
ふ
も
の
あ
り
。

《
釈
名
》「
大
納
言
」
／
「
宇
治
大
納
言
」
／
「
物
語
」

世
の
人
こ
れ
を
興
じ
見
る
。
十
四
帖
な
り
。

正
本

転
写
本

侍
従
俊
貞

さ
か
し
き
人
々

所
在
不
明

増
補
本

増
補
本
（
含
、
大
納
言
以
後
話
題
）

今
の
世
に
、
又
、
物
語
書
き
入
れ
た
る
、
出
で
来
た
れ
り
。

大
納
言
の
物
語
に
洩
れ
た
る
を
拾
ひ
集
め
、

そ
の
後
の
事
な
ど
書
き
集
め
た
る
な
る
べ
し
。

【
原
】
宇
治
拾
遺
物
語
（
巻
首
題
号
）

《
釈
名
》「
宇
治
」「
拾
遺
」
／
「
宇
治
拾
遺
」

「
宇
治
」「
拾
遺
」

⑴

「
宇
治
」（
地
名
）

⑵

「
宇
治
（
大
納
言
）」

＋

＋

「
拾
遺
」（
遺
を
拾
ふ
）

「
拾
遺
」（
侍
従
）

に
や
。

「
宇
治
拾
遺
」（
編
述
者
）
＝
知
り
が
た
し
。
お
ぼ
つ
か
な
し
。

正
本

転
写
本

抄
出
之
次
第
不
同

【
現
】
宇
治
拾
遺
物
語

けり
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【
解
説
】
―
序
の
〈
空
所
〉

か
く
し
て
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
付
さ
れ
た
序
は
、
巻
首
題
に
掲
げ
ら
れ
た

題
号
、
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
向
け
た
言
述
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
序

が
自
序
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
な
ぜ
な
ら
、「
抄
出
」
者
（
＝
編
述
者
）
以
外

に
は
被
「
抄
出
」
書
に
言
及
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
校
訂
本
文

の
掲
示
に
先
だ
っ
て
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
序
は
古
本
系
諸
本
で
丁
裏
・
丁
表
の

見
開
き
二
面
に
記
さ
れ
、
巻
首
が
そ
の
丁
裏
に
続
く
。
こ
れ
が
原
本
以
来
の
も
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
序
を
巻
首
（「
宇
治
拾
遺
物
語

第
一

抄
出
之
次
第
不
同

也
」）
へ
の
連
続
の
中
で
読
ま
せ
る
仕
掛
け
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
編
述
者
以
外
に

は
企
み
え
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
略
注
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
序
と
現

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
の
間
に
は
連
絡
を
窺
わ
せ
る
点
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
（
略

注
４
〈『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
隆
国
筆
録
「
打
聞
」
の
増
補
改
編
書
と
す
る
序
の

言
明
に
即
し
た
、
現
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
依
拠
文
献
『
古
事
談
』
収
録

隆
国
譚
の
不
採
択
〉、
略
注
５
〈
序
に
出
る
「
西
宮
殿
」
高
明
に
関
す
る
話
題
の

採
録
〉、
略
注
６
〈
序
が
踏
ま
え
る
南
泉
房
大
納
言
隆
国
の
『
往
生
要
集
』
繙
読

及
び
『
安
養
集
』
撰
録
話
題
と
第
一
段
中
の
「
恵
心
の
御
房
」
と
の
連
絡
〉）。

こ
う
し
て
序
は
自
序
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
自
序
の
記
者
、
す
な
わ
ち
現
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
の
編
述
者
は
自
ら
の
名
を
明
か
さ
な
い
。
し
た
が
っ
て
〝
擬
作
〞

自
序
説
は
残
る
。
け
れ
ど
も
、
後
人
他
撰
説
、
後
人
〝
僞
作
〞
説
は
い
ず
れ
も
却

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

＊

さ
て
、
本
稿
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
Ｗ
・
イ
ー
ザ
ー
の
い
わ
ゆ
る

〈
空
所
〉（
＝
「
テ
ク
ス
ト
と
読
者
の
相
互
作
用
」
の
発
現
す
る
場
所
）
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
〈
空
所
〉
を
読
者
の
も
つ
既
成

の
準
拠
枠
が
破
ら
れ
る
箇
所
と
捉
え
れ
ば
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
多
く
の
章
段

に
そ
う
し
た
〈
空
所
〉
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
序
に
つ
い
て
い
え
ば
、
略

注

末
尾
で
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
現
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
な
く
原
『
宇

18
治
拾
遺
物
語
』
の
来
歴
が
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
に
遡
っ
て
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
、

さ
ら
に
、
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
が
巻
首
題
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
こ
に
添
え
ら
れ
た
「
抄
出
之
次
第
不
同
也
」、
そ
の
全
て
が
、
読
者
の
序
を
め

ぐ
る
準
拠
枠
を
逸
脱
し
、
準
拠
枠
を
破
り
、「
テ
ク
ス
ト
と
読
者
の
相
互
作
用
」

を
引
き
起
こ
す
契
機
、
す
な
わ
ち
〈
空
所
〉
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
序
を

め
ぐ
る
先
行
論
の
多
さ
に
も
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
こ
の
〈
空
所
〉
が
読
者

を
い
か
な
る
〝
読
み
〞
に
誘
い
、
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
像
を
描
か
せ
る
こ
と
に

な
る
の
か
、
あ
ら
た
め
て
い
く
ら
か
の
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。

な
お
、〈
空
所
〉
の
認
定
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
【
略
注
】
で
取

り
上
げ
た
箇
所
は
、
注
解
し
た
と
お
り
、
本
文
お
よ
び
既
成
の
準
拠
枠
で
説
明
で

き
る
の
で
、〈
空
所
〉
で
は
な
い
。
ま
た
、
略
注
６
で
、
隆
国
『
安
養
集
』
撰
集

の
聖
な
る
時
間
を
想
起
さ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
を
「
昔
物
語
」
採
集
の
俗
事
の
時
間

と
し
て
語
る
序
に
つ
い
て
、
読
者
の
準
拠
枠
を
逸
脱
す
る
〈
空
所
〉
か
と
し
た
が
、

そ
の
街
談
巷
説
の
俗
事
へ
の
関
心
も
、
次
の
『
古
事
談
』
諸
譚
が
伝
え
る
隆
国
像

を
準
拠
枠
に
も
つ
読
者
に
と
っ
て
は
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
り
、
一
瞬

生
じ
た
〈
空
所
〉
は
そ
れ
ら
の
想
起
を
も
っ
て
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

〇
巻
第
一

＝
藤
原
斉
信
の
失
錯
を
記
し
た
行
成
の
扇
を
自
ら
の
扇
に
取
り
替

42

え
、
披
露
多
聞
に
及
ぶ
。

〇
巻
第
一

＝
蔵
人
頭
と
し
て
後
一
条
院
御
装
束
に
奉
仕
の
際
、
毎
時
御
玉
茎

54

を
探
っ
て
冠
を
打
ち
落
と
さ
れ
髻
を
解
い
た
ま
ま
祗
候
。

〇
巻
第
一

＝
冒
頭
に
「
宇
治
大
納
言
隆
国
ハ
、
後
冷
泉
院
在
位
之
間
、
誇
朝

64

恩
無
弐
之
故
、
奉
為
東
宮
、
於
事
頗
在
奇
恠
事
等
云
云
」。

〇
巻
第
二

＝
頼
通
の
も
と
に
小
馬
に
騎
馬
し
て
出
入
、
小
馬
を
足
駄
と
称
し

62

て
興
言
利
口
を
巧
む
。

『
古
事
談
』
に
は
、



41（     ）

〇
巻
第
五
６
＝
後
三
条
朝
の
延
久
二
（
一
〇
七
〇
）
年
に
始
ま
る
石
清
水
八
幡

宮
放
生
会
の
行
幸
儀
式
で
上
卿
勤
仕
。

の
記
事
も
あ
る
。
隆
国
を
聖
俗
、
公
私
の
世
界
を
自
在
に
、
し
た
た
か
に
往
還
し

つ
つ
清
濁
あ
わ
せ
呑
ん
で
興
ず
る
人
と
す
る
理
解
は
す
で
に
あ
り
、『
古
事
談
』

*63

隆
国
譚
の
採
録
を
控
え
た
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
だ
っ
た
が
、
序
の
物
語
は
『
古
事

談
』が
伝
え
る
そ
う
し
た
隆
国
像
を
準
拠
枠
と
し
て
忍
ば
せ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
序
は
、
序
な
る
も
の
を
め
ぐ
る
い
か
な
る
準
拠
枠
か
ら
も

外
れ
、
読
者
の
〝
読
み
〞
を
宙
吊
り
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、〈
空
所
〉
と
評
す
る

ほ
か
は
な
い
代
物
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
〈
空
所
〉
が
い
か
な
る
〝
読
み
〞
に
読
者
を
誘
う
の
か
。
ま
ず
は
出

現
の
順
序
に
し
た
が
い
、
序
者
が
自
ら
の
編
述
書
た
る
現
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を

さ
て
措
い
て
、『
宇
治
大
納
言
物
語
』
か
ら
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
至
る
系
譜

を
語
っ
て
い
る
点
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

序
が
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の
解
題
か
ら
筆
を
起
こ
す
の
は
、
こ
れ
を
自
ら
の

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
源
流
を
な
す
と
認
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
手

も
と
に
は
序
の
な
い
隆
国
筆
録
「
打
聞
」
の
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の
転
写
本
が

あ
る
ば
か
り
（
略
注
２
、
３
、

）。
そ
こ
で
、
解
題
は
、
法
会
釈
経
開
題
に
倣

11

い
、
題
号
と
作
品
内
容
を
も
っ
て
す
る
「
大
納
言
」「
宇
治
大
納
言
」「
物
語
」

の
釈
名
と
し
て
構
想
さ
れ
る
（
略
注
３
〜

）。
そ
し
て
そ
の
間
に
、「
宇
治
大

11

納
言
の
物
語
」
生
成
の
新
た
な
〝
物
語
〞
が
隆
国
の
南
泉
房
逸
事
、
〝
宇
治
〞
に

因
む「
宇
治
民
部
卿
」逸
聞
の
変
奏
を
通
じ
て
案
じ
ら
れ
て
い
く（
略
注
６
〜
８
）。

そ
れ
ら
の
物
語
は
「
け
り
」
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
、
世
上
流
布
の
隆
国
譚
に
依

拠
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
所
伝
は
他
に
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
伝

聞
を
装
っ
た
創
作
を
考
え
る
の
が
順
当
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
こ
の
創
作
物
語
は
、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
源
流
と
し
て
の
「
宇
治
大
納
言
の
物
語
」
の
始
原
を
語
る

も
の
。
序
者
の
企

図
は
そ
の
神
話
創
造
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
以
後
、『
宇

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

治
大
納
言
物
語
』
は
こ
の
創
成
神
話
の
も
と
で
語
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
）。

釈
名
開
題
に
続
く
の
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
出
現
の
前
史
と
し
て
の
『
宇
治
大

納
言
物
語
』
の
受
容
史
（

・

）。
序
は
、
正
本
の
所
在
不
明
を
語
っ
て
「
打

12

13

聞
」
原
態
の
喪
失
を
告
げ
、
そ
の
「
打
聞
」
に
代
わ
る
書
か
れ
た
転
写
本
、「
書

き
入
れ
」
増
補
本
が
「
世
に
宇
治
大
納
言
物
語
と
い
ふ
も
の
」（
略
注
１
）
だ
と
、

そ
の
正
体
と
明
か
す
。
そ
こ
で
語
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
始
原
『
宇
治
大

納
言
物
語
』
か
ら
の
〝
語
り
〞
の
変
貌
、
口
述
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
か
ら
書
記
の
モ
ノ

ガ
タ
リ
へ
の
変
位
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、「
さ
か
し
き
人
」
の
「
書
き
入
れ
」

は
、
複
数
話
者
「
昔
物
語
」
の
随
時
聴
取
筆
録
書
を
書
記
者
に
よ
る
話
題
連
纂
の

編
述
書
へ
と
変
え
て
い
く
。
そ
れ
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
へ
と
続
く
言
述
の
姿
で

も
あ
っ
て
、
簇
生
す
る
増
補
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の
拓
い
た
書
記
の
モ
ノ
ガ
タ

リ
、
話
題
連
纂
の
編
述
行
為
が
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
新
た
な
源
流
と
し
て
示

さ
れ
る
の
で
あ
る
（
略
注

・

）。

12

13

そ
し
て
『
宇
治
拾
遺
物
語
』。「
宇
治
大
納
言
の
物
語
」
か
ら
「
宇
治
拾
遺
の

物
語
」
へ
と
題
号
を
改
め
た
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、「
語
る
に
し
た
が
ひ
て
」
筆
録

す
る
「
打
聞
」
の
方
法
と
関
連
話
題
を
書
記
編
入
す
る
増
補
版
の
方
法
を
二
つ
な

が
ら
に
継
承
し
た
、
と
い
う
（
略
注

）。
そ
し
て
、
街
談
巷
説
の
聴
取
再
蒐
集
、

15

近
現
代
話
題
の
取
材
筆
記
の
新
規
事
業
を
も
っ
て
話
題
の
増
補
を
図
り
、
そ
れ
ら

を
組
み
込
み
つ
つ
原
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
を
解
体
再
編
集
し
た
著
作
が
、
原
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
だ
っ
た
（
略
注

）。
16

こ
う
し
て
み
る
と
、
序
は
、『
宇
治
大
納
言
物
語
』
を
源
流
と
す
る
〝
語
り
〞

が
書
記
、
編
述
へ
と
転
回
す
る
な
か
、
口
述
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
と
書
記
の
モ
ノ
ガ
タ

リ
の
書
記
再
統
合
、
始
原
テ
キ
ス
ト
（『
宇
治
大
納
言
物
語
』）
の
増
補
解
体
再

編
集
を
果
た
し
た
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
説
い
て
当
該
ジ
ャ
ン
ル
の
形
成
史
を

辿
り
直
し
、
も
っ
て
そ
の
「
抄
出
」
書
た
る
現
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
来
歴
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
準
拠
枠
を
破
る
〈
空
所
〉
が
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宙
吊
り
の
読
者
に
再
読
を
促
し
て
発
見
さ
せ
る
の
は
、「
打
聞
」
を
超
克
し
て
成

っ
た
新
た
な
物
語
ジ
ャ
ン
ル
の
創
成
を
、
序
の
〝
物
語
〞
に
よ
っ
て
宣
言
す
る
テ

キ
ス
ト
の
姿
で
あ
る
。
そ
の
時
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
読
書
は
こ
の
宣
言
の
確
認
へ

と
向
か
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

〈
空
所
〉
の
二
つ
目
は
、
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
題
号
が
巻
首
に
標
示
さ
れ

て
い
る
点
。
序
の
解
題
の
簡
略
さ
曖
昧
さ
か
ら
見
て
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
編
述
者

の
手
元
に
は
な
か
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。
ま
た
、
こ
の
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
『
本

朝
書
籍
目
録
』（
建
治
三
〈
一
二
七
七
〉
年
〜
永
仁
二
〈
一
二
九
四
〉
年
成
立
説
、

室
町
期
成
立
説
）
の
「
宇
治
拾
遺
物
語

二
十
巻

源
隆
国
」
記
事
に
関
連
づ
け

る
説
も
あ
る
が
、
こ
の
記
事
自
体
が
序
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、

*64

実
際
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
の
判
断
は
む
つ
か
し
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要

*65

な
の
は
、
こ
の
巻
首
題
が
言
明
と
し
て
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
序
に
説
い
た
新
た
な

物
語
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
キ
ス
ト
は
、
題
義
や
編
述
者
名
は
序
を
欠
い
て
い
て
不
分
明

な
が
ら
、
確
か
に
あ
る
、
そ
し
て
そ
れ
は
我
が
手
元
に
あ
る
の
だ
、
と
い
う
わ
け

だ
。
実
否
判
断
の
手
立
て
（
〝
準
拠
枠
〞
）
を
も
た
ぬ
読
者
は
、
こ
の
〈
空
所
〉

を
前
に
し
て
、
そ
の
言
明
を
受
け
入
れ
る
ほ
か
は
な
く
、
巻
首
題
に
続
く
テ
キ
ス

ト
の
読
書
を
通
じ
て
、
始
原
テ
キ
ス
ト
（『
宇
治
大
納
言
物
語
』）
の
超
克
を
果

た
し
た
と
序
が
い
う
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
像
を
窺
う
と
こ
ろ
へ
と
向
か
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

そ
う
し
た
読
者
の
前
に
差
し
出
さ
れ
る
の
が
「
抄
出
之
次
第
不
同
也
」
の
新
た

な
言
明
。
巻
首
題
と
こ
れ
に
続
く
物
語
テ
キ
ス
ト
と
の
間
に
懸
隔
を
作
り
出
す
こ

の
添
え
書
き
は
、
巻
首
題
テ
キ
ス
ト
創
成
の
経
緯
を
語
る
序
と
の
不
連
続
を
も
生

ん
で
、
読
者
を
新
た
な
〈
空
所
〉
に
陥
れ
る
。「
抄
出
」
と
し
て
あ
る
眼
前
の
テ

キ
ス
ト
は
序
に
い
う
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
略
本
だ
。
し
か
も
「
次
第
不
同
」。

そ
れ
は
序
の
宣
言
し
た
、「
打
聞
」
を
超
克
し
て
新
た
に
成
っ
た
物
語
ジ
ャ
ン
ル

の
像
を
伝
え
て
い
る
の
か
。

序
と
巻
首
題
に
言
挙
げ
し
た
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
消
去
す
る
か
の
ご
と
き

こ
の
添
え
書
き
は
、
し
か
し
そ
れ
故
に
、
読
者
を
原
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
と
も
、

増
補
版
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
と
も
、
そ
し
て
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
も
異
な

る
現
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
の
位
相
を
読
者
に
開
示
す
る
も
の
と
見
る

べ
き
だ
ろ
う
。「
抄
出
」
は
そ
れ
ら
先
行
テ
キ
ス
ト
に
採
録
さ
れ
て
い
た
話
題
の

削
除
を
も
意
味
す
る
。
増
補
に
増
補
を
重
ね
た
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
は
、
こ
の

削
除
、
抄
出
を
も
っ
て
解
体
さ
れ
、
新
た
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
織
り
直
さ
れ
た
の

で
あ
る
。「
次
第
不
同
」
は
編
述
に
か
か
わ
る
が
、
こ
れ
も
新
た
な
話
題
連
纂
の

織
り
上
げ
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

「
抄
出
之
次
第
不
同
也
。」
―
―
こ
の
一
文
が
創
り
出
す
〈
空
所
〉
は
、
新
た

な
「
抄
出
」（
話
題
）
と
「
次
第
」（
編
述
）
に
興
ず
る
読
書
へ
と
読
者
を
誘
う
。

思
う
に
、
序
の
宣
言
し
た
新
た
な
物
語
ジ
ャ
ン
ル
の
創
成
は
、
我
々
の
手
に
し

て
い
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
い
て
こ
そ
志
向
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。〈
空
所
〉
は
そ
う
し
た
志
向
を
読
者
と
共
有
す
る
た
め
の
用
意
で
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
か
。
序
の
〝
物
語
〞
に
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
出
来
の
経
緯
を
辿
り
つ
つ
、

「
打
聞
」
か
ら
の
超
克
と
〝
語
り
〞
の
開
拓
（
口
述
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
→
書
記
の
モ

ノ
ガ
タ
リ
、
話
題
連
纂
→
口
述
／
書
記
モ
ノ
ガ
タ
リ
の
書
記
再
統
合
、
編
述
）
を

示
し
て
ジ
ャ
ン
ル
創
成
の
来
歴
を
語
り
な
が
ら
、
そ
の
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を

も
「
抄
出
」「
次
第
不
同
」
を
も
っ
て
解
体
し
た
と
し
て
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』

は
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
へ
と
至
る
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
の
系
譜
と
の
訣
別
を

告
げ
る
。
す
べ
て
は
現
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
か
ら
始
ま
る
、
と
い
う
次
第
な
の
だ
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
序
を
め
ぐ
る
〈
空
所
〉
が
そ
こ
で
の
「
テ
ク
ス
ト
と
読
者
の

相
互
作
用
」を
通
じ
て
促
し
て
い
た
の
は
、こ
の
始
ま
り
の
〝
物
語
〞
の
共
有
と
、

そ
の
〝
物
語
〞
へ
の
読
者
の
参
加
だ
ろ
う
。
こ
の
参
加
は
、
も
ち
ろ
ん
、
各
章

*66

段
の
〈
空
所
〉
で
の
「
テ
ク
ス
ト
と
読
者
の
相
互
作
用
」
を
要
件
と
す
る
。
そ
の

具
体
は
次
稿
以
降
、
順
次
提
示
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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注１

小
論
「
説
話
研
究
の
現
在
」（『
国
文
学
・
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
學
燈
社
、
一
九
九
五

・
一
〇
）。

２

小
論「
宇
治
拾
遺
物
語
―
表
現
性
と
そ
の
位
相
―
」（『
文
芸
と
思
想
』一
九
九
一
・
二
）。

３

新
日
本
古
典
文
学
大
系

『
宇
治
拾
遺
物
語
・
古
本
説
話
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九

42

〇
・
一
一
）。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
校
注
者
は
三
木
紀
人
氏
・
浅
見
和
彦
氏
。

４

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
小
学
館
、
一
九
九
六
・
七
）。
校
注

50

・
訳
者
は
小
林
保
治
氏
、
増
古
和
子
氏
。

５

本
稿
で
は
、「
表
現
性
」
の
語
を
修
辞
技
法
的
側
面
、
表
現
内
容
や
そ
の
意
味
性
、
社

会
的
思
想
的
文
化
的
位
相
等
で
は
な
く
、〈
語
る
〉
行
為
（
＝
言
述
）
の
様
態
あ
る
い
は

意
義
、
位
相
な
ど
を
批
評
す
る
た
め
の
語
と
し
て
用
い
て
い
る
。
小
著
『
言
述
論for

説

話
集
論
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
・
五
）、
参
照
。

６

川
端
善
明
氏
『
遠
い
む
か
し
の
ふ
し
ぎ
な
話

宇
治
拾
遺
も
の
が
た
り
』（
岩
波
少
年

文
庫

、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
・
九
）、
伊
東
玉
美
氏
『
宇
治
拾
遺
物
語
の
た
の
し
み

3133

方
』（
新
典
社
選
書

、
新
典
社
、
二
〇
一
〇
・
八
）、
町
田
康
氏
『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
池

35

澤
夏
樹
＝
個
人
編
集
『
日
本
文
学
全
集
』

、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
五
・
九
）、
伊

08

東
玉
美
氏
編
『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
日
本
の
古
典
、
角
川

ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、K

A
D
O
K
A
W
A

、
二
〇
一
七
・
九
）。

７

ｗ
・
イ
ー
ザ
ー
『
行
為
と
し
て
の
読
書
―
美
的
作
用
の
理
論
』（
一
九
七
六
。
岩
波
現

代
戦
書

、
轡
田
収
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
・
三
）。

68

８

島
津
忠
夫
氏
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
序
文
」（『
中
世
文
学
』

、
一
九
八
三
・
一
〇
）
な

28

ど
。
〝
擬
作
〞
は
中
村
幸
彦
氏
「
擬
作
論
」（『
今
井
源
衛
教
授
退
官
記
念

文
学
論
叢
』

一
九
八
二
・
六
）
に
拠
る
語
で
、「
著
者
に
擬
し
た
そ
の
人
の
作
で
は
な
く
、
は
っ
き
り

と
当
時
の
人
が
見
れ
ば
誰
が
著
者
か
わ
か
る
よ
う
な
点
を
あ
え
て
記
し
、
一
つ
の
逸
興

と
し
た
」（
島
津
氏
論
文
、
５
頁
）
趣
向
を
い
う
。

９

日
本
古
典
文
学
大
系

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
補
注
一
（
渡
邊
綱
也
氏
・
西
尾
光
一
氏
校

27

注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
・
五
）、
吉
田
幸
一
氏
「『
宇
治
拾
遺
物
語
』
序
文
僞
撰
考
」

（
私
家
版
古
典
聚
英
３
『
宇
治
大
納
言
物
語
〈
伊
達
本
〉
上
』﹇
書
誌
・
論
考
﹈
三
、
古

典
文
庫
、
一
九
八
五
・
三
）
な
ど
。

宮
内
庁
書
陵
部
本
、
同
。
竜
門
文
庫
本
は
「
序
」
と
「
巻
首
」
の
間
に
丁
裏
丁
表
の
二

10
面
を
遊
び
と
し
、
伊
達
家
旧
蔵
本
は
「
序
」
を
五
丁
裏
〜
六
丁
裏
に
記
し
七
丁
裏
を
「
巻

首
」
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
下
册
は
丁
表
か
ら
始
ま
る
。

佐
藤
晃
氏
は
「
読
み
を
示
唆
す
る
も
の
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
序
文
・
冒
頭
話
、
お

11
よ
び
目
録
」（『
弘
前
大
学
国
語
国
文
学
』

、
一
九
九
〇
・
三
）
の
な
か
で
、「『
宇
治

12

拾
遺
」
の
序
文
は
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
述
べ
た
序
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
自
体
が

語
り
伝
え
ら
れ
た
説
話
と
な
っ
て
、
冒
頭
話
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
20

頁
）「
作
品
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
冒
頭
第
一
話
の
前
に
あ
っ
て
、
作
品
全
体

に
つ
い
て
の
叙
述
か
ら
な
り
、
そ
れ
自
体
一
つ
の
説
話
で
あ
る
と
こ
ろ
の
序
文
。
い
さ

さ
か
衒
っ
た
言
い
方
を
し
て
み
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
零
話
と
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」（

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

21

注
８
島
津
氏
論
文
、
２
頁
。

12

引
用
は
藤
田
經
世
氏
『
校
刊
美
術
史
料

寺
院
篇
上
巻
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一

13
九
七
二
・
三
）
に
よ
る
。

頁
。

52

引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『
江
談
抄
・
中
外
抄
・
富
家
語
』（『
中
外
抄
』
山
根

14

32

對
助
氏
・
池
上
洵
一
氏
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
・
六
）
に
よ
る
。

〜

頁
。

567

568

引
用
は
『
續
群
書
類
従
』
第
三
二
輯
下
・
雑
部
・
巻
第
九
五
二
『
康
頼
寶
物
集
』（
続

15
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
二
四
・
八
）
に
よ
る
。

頁
。

220

引
用
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『
宝
物
集
・
閑
居
友
・
比
良
山
古
人
霊
託
』（『
宝

16

40

物
集
』
小
泉
弘
氏
・
山
田
昭
全
氏
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
・
一
一
）
に
よ
る
。

５
頁
。

引
用
は
佐
佐
木
信
綱
氏
編
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
参
巻
（
風
間
書
房
、
一
九
五
六
・
一

17
二
）
に
よ
る
。

頁
。

114
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片
寄
正
義
氏
『
今
昔
物
語
集
の
研
究
（
上
）』
第
二
章
第
一
節
「
今
昔
物
語
集
の
題
号

18
を
論
じ
散
佚
宇
治
大
納
言
物
語
に
及
ぶ
」（
三
省
堂
、
一
九
四
三
）、
参
照
。

引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系

『
古
今
著
聞
集
』（
永
積
安
明
氏
・
島
田
勇
雄
氏
校
注
、

19

84

岩
波
書
店
、
一
九
六
六
・
三
）
に
よ
る
。

頁
。

47

中
世
の
文
学
『
雑
談
集
』（
山
田
昭
全
氏
・
三
木
紀
人
氏
校
注
、
三
弥
井
書
店
、
一
九

20
七
三
・
九
）、

頁
。

290

牧
野
和
夫
氏
「『
扶
桑
蒙
求
私
注
』
を
通
し
て
見
た
一
、
二
の
問
題
―
「
宇
治
記
」
佚

21
文
の
こ
と
―
」（『
中
世
文
学
』

、
一
九
八
五
・
五
。
同
氏
『
中
世
の
説
話
と
学
問
』〈
和

30

泉
書
院
、
一
九
九
一
・
一
一
〉
収
載
）。

引
用
は
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
四
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
・
一
〇
）
に
よ
る
。

22

174

頁
。梯

信
暁
氏
「『
安
養
集
』
の
研
究
」（
同
氏
著
『﹇
宇
治
大
納
言
／
源
隆
国
編
﹈
安
養
集

23

本
文
と
研
究
』
所
収
、
百
華
苑
、
一
九
九
三
・
四
）。

佐
藤
謙
三
氏
「
宇
治
大
納
言
隆
国
」（『
國
學
院
雜
誌
』
四
五
・
五
、
一
九
三
九
・
五
。

24
同
氏
『
平
安
時
代
文
学
の
研
究
』
角
川
書
店
、
一
九
八
二
・
六
、
収
録
）。

新
訂
増
補
国
史
大
系

『
扶
桑
略
記
・
帝
王
編
年
記
』（
黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修

25

12

会
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
二
・
五
）

頁
。

309

『
二
中
歴
』
の
引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

26
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2561056?tocO

pened=1

）
に
拠
っ
た
。
以
下
同
。

新
日
本
古
典
文
学
大
系

『
今
昔
物
語
集
五
』（
森
正
人
氏
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九

27

37

九
六
・
一
）

頁
。
本
文
引
用
も
同
書
、
同
頁
に
よ
る
。

60

引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『
古
事
談
・
続
古
事
談
』
川
端
善
明
氏
・
荒
木
浩
氏

28

41

校
注
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
・
一
一
）
に
よ
る
。

頁
。
本
話
題
に
つ
い
て
は
同
書

46

頁
脚
注
一
五
、
お
よ
び
海
野
泰
男
氏
『
今
鏡
全
釈

上
』（
福
武
書
店
、
一
九
八
二
・

45三
）

〜

頁
、
参
照
。

560

566

引
用
は
、
海
野
泰
男
氏
『
今
鏡
全
釈

下
』（
福
武
書
店
、
一
九
八
三
・
七
）
に
よ
る
。

29

頁
。

40
注

『
扶
桑
略
記
・
帝
王
編
年
記
』、

頁
。

30

25

292

注

梯
氏
著
書
、

頁
。『
扶
桑
略
記
』
延
久
元
年
条
「
五
月
廿
八
日
甲
子
、
前
太
政

31

23

552

大
臣
﹇
頼
通
﹈
於
平
等
院
始
行
一
切
經
會
。」（
注

、

頁
）」

25

307

注

梯
氏
著
書
、

〜

頁
。

32

23

547

562

玉
井
幸
助
氏
「
成
尋
阿
闍
梨
の
家
系
」（『
文
学
』
十
一
７
、
一
九
四
三
・
七
）。

33

『
公
卿
補
任
』
治
暦
四
年
条
。

34

注

『
古
事
談
・
続
古
事
談
』

頁
。
同
書
「
少
々
利
口
の
物
語
な
ど
申
さ
し
む
る
間
」

35

28

447

の
脚
注
一
に
「
笑
い
話
も
少
し
は
混
じ
っ
た
。
宇
治
拾
遺
物
語
・
序
に
「
少
々
は
空
物

語
も
あ
り
、
利
口
な
る
事
も
あ
り
」。」
の
注
記
が
あ
る
。

頁
。

444

注

海
野
氏
著
書
、
８
頁
。

36

29
注

佐
藤
氏
論
文
。

頁
。

37

24

41

注

佐
藤
氏
論
文
、

頁
。

38

24

40

引
用
は
注

上
掲
書
に
よ
る
。

頁
。
同
話
を
収
め
る
『
江
談
抄
』
第
三

（
類
聚
本
）

39

27

372

22

に
こ
の
記
事
は
な
い
（
醍
醐
寺
本
・
前
田
家
本
、
同
）。

注

に
よ
る
（『
江
談
抄
』
山
根
對
助
氏
・
後
藤
昭
雄
氏
校
注
）。

頁
。
醍
醐
寺
本
、

40

14

492

前
田
家
本
、
ほ
ぼ
同
文
（「
匪
懈
怠
」
―
「
匪
懈
」）。

引
用
は
注

の
釈
文
お
よ
び
脚
注
に
よ
る
。

頁
。

41

40

58

注
９
吉
田
氏
論
文
。

頁
。

42

27

引
用
は
注

に
よ
る
（『
富
家
語
』
山
根
對
助
氏
・
池
上
洵
一
氏
校
注
）。

頁
。
本
段

43

14

582

の
「
小
野
宮
」
は
藤
原
実
頼
の
こ
と
だ
が
、
同
話
を
引
用
す
る
『
古
事
談
』
巻
第
二
38

は
藤
原
実
資
と
解
し
て
い
る
（
同
上
、

頁
脚
注
）。

418

引
用
は
『
二
十
五
史

４

漢
書
補
注
二
』（
藝
文
印
書
館
印
行
）
に
よ
る
。

頁
上
。

44

899

な
お
、『
文
選
』
巻
四
二
・
曹
植
「
与
楊
徳
祖
書
」
中
の
「
夫
街
談
巷
説
、
必
有
可
采
。

撃
轅
之
歌
、
有
応
風
雅
。
匹
夫
之
思
、
未
易
軽
棄
也
。」
も
、
わ
が
国
で
は
「
吉
人
ハ
人

ヲ
慢
ラ
ス
シ
テ
、
ア
ヤ
シ
キ
モ
ノ
ニ
モ
物
ヲ
問
ヒ
、
マ
ナ
フ
ル
事
ヲ
恥
ニ
セ
ヌ
也
。
故
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ニ
黄
帝
ノ
牧
童
ノ
詞
ヲ
信
ジ
、
徳
宗
ハ
農
夫
ノ
イ
サ
メ
ヲ
ソ
入
給
ケ
ル
。
街
談
巷
説
ノ

中
ニ
モ
必
取
ヘ
キ
事
有
ト
云
リ
。」（『
十
訓
抄
』第
三
）の
ご
と
く
引
用
さ
れ
て
い
る
（『
玉

函
秘
抄
』
下

、『
明
文
抄
』
三
人
倫
部

に
も
）。
上
記
引
用
は
、
全
釈
漢
文
大
系

427

207

30

『
文
選
（
文
章
編
）
五
』（
集
英
社
、
一
九
七
五
・
五
）

頁
、
泉
基
博
氏
編
『
十
訓
抄

630

本
文
と
索
引
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
二
・
一
二
）

頁
、
山
内
洋
一
郎
氏
編
著
『﹇
本

108

邦
／
類
書
﹈
玉
函
秘
抄
・
明
文
抄
・
管
蠡
抄
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
・
五
）

に
よ
る
。

注

佐
藤
氏
論
文
。

頁
。

45

24

33

注
８
島
津
氏
論
文
。
３
頁
。

46

田
村
圓
澄
『
古
代
朝
鮮
仏
教
と
日
本
仏
教
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
・
六
）、
髙
木

47
豊
「
鎌
倉
仏
教
に
お
け
る
歴
史
の
構
想
」（
一
九
七
六
・
六
、『
鎌
倉
仏
教
史
研
究
』
岩

波
書
店
、
一
九
八
二
・
七
、
所
収
）、
前
田
雅
之
『
今
昔
物
語
集
の
世
界
構
想
』（
笠
間

書
院
、
一
九
九
九
・
一
〇
）
な
ど
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
成
立
期
の
用
例
に
、『
閑
居
友
』
上
巻
１
「
真
如
親
王
、
天
竺
に

48
渡
り
給
ふ
事
」
末
段
の
「
ま
た
、
こ
の
書
き
記
せ
る
奥
ど
も
に
、
い
さ
ゝ
か
天
竺
・
晨

旦
・
日
域
の
昔
の
跡
を
ひ
と
筆
な
ど
引
き
合
は
せ
た
る
事
の
侍
は
、「
こ
れ
を
端
に
て
知

り
初
む
る
縁
と
も
や
な
り
侍
ら
ん
」
な
ど
思
ひ
給
へ
て
、
つ
か
う
ま
つ
れ
る
也
。」
が
あ

る
（
引
用
は
注

に
よ
る
〈『
閑
居
友
』
小
島
孝
之
氏
校
注
〉。

頁
）。
同
書
の
「
日
域
」

16

362

脚
注
に
は
、「
日
本
の
異
称
。「
天
竺
を
ば
月
を
像
て
月
氏
国
と
言
（
ひ
）、
唐
土
を
ば
星

を
像
て
震
旦
国
と
い
ふ
。
日
本
を
ば
日
を
像
て
日
域
と
い
ふ
也
」（
日
本
略
記
）」
と
あ

る
。引

用
は
注

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
四
巻
。

〜

頁
。

49

22

173

174

引
用
は
注

に
よ
る
。

〜

頁
。
当
該
話
脚
注
に
、「
忠
実
が
十
三
、
四
歳
の
頃
（
一

50

14

567

568

〇
九
〇
年
前
後
）
に
、
同
書
（
引
用
者
注
、『
宇
治
大
納
言
物
語
』）
が
女
性
の
読
者
を

持
っ
て
い
た
こ
と
（
平
仮
名
文
か
）、
今
昔
と
共
通
す
る
説
話
を
含
ん
で
い
た
こ
と
等
々

を
物
語
る
記
事
と
し
て
貴
重
。」
と
あ
る
。

頁
。

339

注

佐
藤
氏
論
文
に
「
又
俊
賢
自
身
の
語
つ
た
話
も
殘
つ
て
い
る
。（
中
略
）
隆
国
の

51

24

子
民
部
卿
俊
明
の
談
話
も
江
談
抄
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
し
、
こ
の
宇
治
大
納
言
の
系
統
に

は
説
話
に
交
渉
の
あ
る
人
が
多
か
つ
た
。
宇
治
拾
遺
の
序
文
に
見
え
る
侍
従
俊
貞
は
隆

国
が
六
代
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
人
の
許
に
宇
治
大
納
言
の
物
語
が
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
た
と

マ
マ

い
ふ
の
は
、
或
は
こ
の
家
が
代
々
説
話
を
管
理
し
、
傳
承
す
る
家
柄
で
あ
つ
た
こ
と
を

暗
示
す
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
あ
る
。

頁
）

45

引
用
は
注

、
同
。

頁
。

52

40

499

注

『
江
談
抄
』
当
該
話
の
「
広
俊
」
脚
注
に
「
中
原
広
俊
か
。
た
だ
し
父
俊
貞
は
未

53

40

詳
。」
と
あ
る
。

頁
。

75

注

『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
四
・
文
学
第
五
、

「
我
朝
の
尚
齒
會
は
大
納
言
年
名
始

54

19

121

め
て
行
ひ
同
在
衡
宗
忠
等
續
い
て
是
を
行
ふ
事
」
に
、「
天
承
元
年
三
月
廿
二
日
、
大
納

言
宗
忠
卿
、
白
河
山
庄
に
し
て
被
行
け
り
。
七
叟
算
、（
中
略
）
前
日
向
守
中
原
広
俊
﹇
七

十
﹈、
亭
主
﹇
七
十
﹈」
と
あ
る
。

頁
。

129

木
村
紀
子
氏
「「
か
た
り
」
お
よ
び
物
語
集
の
生
成
―
宇
治
大
納
言
物
語
か
宇
治
拾
遺

55
物
語
へ
―
」（『
國
語
國
文
』
一
九
八
四
・
六
）
に
、「
確
実
な
事
実
と
伝
聞
と
を
、
リ
、

タ
リ
、
ナ
リ
、
ケ
リ
等
で
厳
密
に
言
い
わ
け
て
、
な
お
自
然
な
の
び
や
か
さ
を
失
わ
な

い
（
お
そ
ら
く
用
語
に
つ
い
て
は
無
意
識
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
）
語
り
口
」
と
の
言
及
が

あ
る
。

頁
。

27

小
内
一
明
氏「「
宇
治
大
納
言
物
語
」を
め
ぐ
っ
て
―
室
町
期
の
記
録
を
中
心
に
―
」（『
言

56
語
と
文
芸
』

、
二
九
七
一
・
三
）
に
、「「
宝
物
集
」
の
一
巻
本
か
ら
九
巻
に
い
た
る

75

諸
異
本
が
、
こ
ぞ
っ
て
鎌
倉
期
に
成
立
し
、
と
も
に
「
宝
物
集
」
で
あ
り
う
る
よ
う
に
、

「
宇
治
大
納
言
物
語
」
も
鎌
倉
期
に
何
種
か
の
異
本
を
生
じ
、
と
も
に
「
宇
治
大
納
言

物
語
」
の
名
称
で
呼
ば
れ
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

頁
。

68

佐
藤
晃
氏
は
、
注

論
文
で
、「
こ
こ
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。
序

57

11

文
で
は
、
こ
の
隆
国
の
物
語
（『
宇
治
大
納
言
物
語
）
に
後
人
が
説
話
を
書
き
足
し
て
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
と
い
う
作
品
は
こ
こ
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
序



46（     ）

文
は
、（
中
略
）
そ
の
隆
国
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
物
語
に
、
さ
ら
に
人
々
が
説
話
を
書
き

加
え
た
も
の
と
し
て
の
『
宇
治
拾
遺
』
を
読
者
に
指
し
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）

つ
ま
り
、『
宇
治
拾
遺
』
は
書
か
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（

頁
）。

23

本
稿
で
は
そ
れ
を
増
補
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
以
来
の
こ
と
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

注

小
内
氏
論
文
に
、「
そ
の
間
に
（
引
用
者
補
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
が
『
宇
治
大
納

58

56

言
物
語
』
を
増
補
し
て
成
立
す
る
間
に
）
読
者
主
体
が
作
者
主
体
で
も
あ
り
え
た
よ
う

な
か
か
わ
り
か
た
で
、
細
部
に
お
け
る
表
現
の
変
更
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
に
ち
が
い

な
い
し
、
名
称
の
変
更
に
も
関
係
し
て
い
よ
う
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
「
変

更
」
に
つ
い
て
「
例
え
ば
仏
法
・
和
歌
・
枉
惑
・
怪
異
変
化
・
哀
傷
・
興
言
利
口
な
ど

と
い
っ
た
類
の
な
ん
ら
か
の
説
話
分
類
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。」
と
も
述
べ

て
い
る
。

頁
。

68

増
補
版
の
増
補
と
し
て
そ
の
過
程
を
詳
細
に
検
討
し
た
論
考
に
、
注

木
村
紀
子
氏
論

59

44

文
の
ほ
か
、
山
岡
敬
和
氏
「
宇
治
拾
遺
物
語
成
立
試
論
―
冒
頭
語
の
考
察
を
中
心
と
し

て
―
」（『
国
学
院
雑
誌
』
八
三
・
九
、
一
九
八
二
・
九
）、
同
氏
「
宇
治
拾
遺
物
語
増
補

試
論
―
冒
頭
語
に
よ
る
古
事
談
・
十
訓
抄
関
係
説
話
の
考
察
―
」（『
国
学
院
雑
誌
』
八

四
・
一
、
一
九
八
三
・
一
）、
同
氏
「
聖
と
俗
へ
の
志
向
―
宇
治
拾
遺
物
語
編
者
の
採
録

意
識
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
国
学
院
雑
誌
』
八
五
・
三
、
一
九
八
四
・
三
）
な
ど
が
あ
る
。

注

小
内
氏
論
文
、

頁
。

60

56

67

注

小
内
氏
論
文
、

頁
。

61

56

68

注

小
内
氏
論
文
、

頁
。
小
内
氏
が
序
を
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
付
さ
れ
た
も
の

62

56

67

と
す
る
の
は
、
序
中
の
空
格
を
「
破
損
」
と
み
な
し
、
そ
れ
を
原
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

以
来
の
も
の
見
た
こ
と
に
よ
る
。

藤
原
資
房
『
春
記
』
長
久
二
〈
一
〇
四
一
〉
年
三
月
十
四
日
条
に
「（
上
略
）
又
關
白

63
殿
（
頼
通
）
本
性
有
惠
和
之
心
、
是
一
之
德
也
。
而
今
變
其
心
、
忽
依
一
言
之
談
諛
、

一
旦
損
人
。
是
世
間
之
亡
滅
也
。
歎
而
有
餘
者
。
事
之
旨
敢
不
可
申
盡
、
非
常
之
又
非

常
也
。
隆
國
、
公
成
、
經
輔
卿
、
兼
房
等
、
日
夜
成
追
從
、
以
讒
言
爲
己
任
、
放
逐
萬

人
。
更
不
可
措
手
足
之
代
也
。
如
晦
跡
於
北
山
之
北
。」
と
見
え
る
。
引
用
は
、
増
補
史

料
大
成
７
『
春
記
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
・
九
）
に
よ
る
。

頁
。

293

注

小
内
氏
論
文
、

頁
。

64

56

67

注

小
内
氏
論
文
に
は
、「
後
人
増
補
し
た
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
の
類
が
あ
り
、
そ

65

56

れ
ら
の
増
補
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
に
対
し
て
別
本
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
「
宇
治
拾
遺
物

語
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
か
ら
の
抄
出
本
、
即
ち
広
本
に
対
す
る
略

本
と
で
も
称
す
べ
き
関
係
の
書
物
と
し
て
、
現
存
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
は
成
立
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
応
仁
の
乱
以
前
に
、
即
ち
異
本
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
あ
る
い
は
広
本

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
と
い
っ
た
伝
本
が
実
在
し
た
時
代
に
、
略
本
と
し
て
そ
の
存
在
を

た
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

頁
。

69

注

佐
藤
氏
論
文
に
次
の
指
摘
が
あ
る
（

〜

頁
）。

66

11

33

34

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
と
は
混
同
さ
れ
易
か
っ
た
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
れ
ほ
ど
外
題
に
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
と
も
と
も
と
書
か
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
内
題
に
は
「
宇
治
拾

遺
物
語
第
一
」
と
あ
る
。
こ
の
「
第
一
」
お
よ
び
そ
の
下
の
注
記
「
抄
出
之
次
第
不

、
、

同
也
」
は
謎
で
あ
る
が
、
外
題
と
内
題
の
ズ
レ
は
あ
る
い
は
、
序
文
に
お
い
て
神
話

化
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と

の
関
係
を
め
ぐ
る
言
説
と
、
有
機
的
に
関
連
し
あ
う
も
う
一
つ
の
仕
掛
け
な
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
内
題
や
序
文
が
書
か
れ
た
時
期
や
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
そ
の
も
の
の

成
立
年
代
な
ど
の
問
題
と
関
連
す
る
の
で
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が
。〈
い
ま
・
こ
こ
〉

に
あ
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
読
む
立
場
か
ら
こ
の
点
を
考
え

て
み
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
試
み
た
の
は
こ
こ
に
い
わ
れ
る
「
も
う
一
つ
の
仕
掛
け
」
の
解
読
で
も
あ
る
。

※
本
稿
に
関
連
す
る
旧
稿
に
「〈
教
材
発
掘
№
６
〉
宇
治
拾
遺
物
語
―
序
文
を
読
む
」（『
国

語
教
育
研
究
』

、
二
〇
一
六
・
三
、

〜

頁
）
が
あ
る
。

57

127

141

（
広
島
大
学
）




